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兵庫県 普段体験できな

いようなことを

させてもらえた。 

交通の便がよ

くない。 

しつけの仕方や、と畜場

での検査は普段大学での

実習ではできないことな

ので貴重な体験ができた

と思う。 

今までは興味が

全くない分野だ

ったが、実習を通

して、公務員にな

るのもありだな

と思うようにな

った。というのも

理解できるとお

もしろいと思え

るということと、

一人一人が責任

を持って仕事し

ている様子が伝

わってきたから

である。 

以前は自分の興味

のある分野しか勉

強しなかったが、

公衆衛生分野も勉

強しなければいけ

ないと思ったし、

勉強しようと思っ

た。 

兵庫県 親切に一から全

て丁寧におしえ

ていただいた。 

普段知らないと

ころもおしえて

いただいた。 

特になし 

強いて言うな

ら交通の不便。 

愛護センターの業務と食

肉衛生検査センターの業

務をしっかりと教えてい

ただいた。 

詳しく丁寧だったのでと

ても良かった。 

ざっくりと理解

していた公務員

獣医師の業務内

容を詳しく知る

ことで自分がど

うしたいかの具

体的な案ができ

た。 

公衆衛生獣医師は

人々の生活の基盤

を支えているので

汚い作業もしなけ

ればいけないが、

それが自分の自信

や誇りになれるな

ら就職を考えよう

と思う。 

佐 世 保

市 

スケジュールが

細かく組まれて

いて、よりたくさ

んの種類の実習

を経験でき、それ

ぞれの実習の担

当者の方から親

切に教えていた

だけた事。 

  実習の種類が多く組まれ

ていたため、実際の業務

の内容をたくさん見るこ

とができ、また体験もさ

せて頂くことが出来て将

来に向けてとても勉強に

なった。 

また、実習ごとに担当者

の方が変わっていたた

め、多くの人から業務等

についてのお話を聞く事

が出来てよかった。 

実際に業務を見

て体験すること

で、今までは公衆

衛生業務につい

て想像でしかな

かったものが、よ

り具体的にわか

るようになり、そ

れぞれの業務の

やりがい等も 

知る事が出来た

ため、公衆衛生分

野の獣医師とし

て働いてみたい

という意欲が高

まった。 

公務員の獣医師と

して、まず、法律に

則って業務を行う

事が大前提だとい

う事が改めてわか

り、また、検査業務

では専門の知識を

頭に入れておかな

いと、いざという

時に迅速に対処す

ることが出来ない

と思えたので、学

生のうちからもっ

と勉強をするべき

だと強く思うよう

になった。 

兵庫県 初めていく施設

の見学ができた

こと。 

同じ作業を何

度もやること。 

仕事の合間に実習させて

頂いているのは分かって

いるが、なにをすればい

いのか分からない時間が

あったのは残念だった。

食検では初めてのことば

かりで興味深かった。公

務員の獣医師の仕事の雰

囲気を実際に感じられた

のはよかった。 

食肉衛生検査セ

ンターの仕事は

想像よりやりが

いがある仕事だ

と思った。 

  

JASV 実際の現場をそ

のまま見せても

らえたこと。 

豚の実習だと

思っていたた

め、牛について

の復讐をあま

牛の現場、豚の現場、両方

見ることができて、比較

することができて面白か

った。また、獣医師の責任

開業の獣医師と

いうのは、自由で

面白いと感じた

が、臨床だけでな

動物そのものを見

るだけでなく、農

家さんの生活その

ものを見れるよう
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りしないで行

ってしまった。

事前におおま

かな内容の説

明がほしい。 

の大きさや、農家さんと

の関わりなども感じ、し

っかり勉強していかなく

てはならないと思った。 

く事務の仕事も

多く、大変だと感

じた。しかし、生

産動物の世界の

奥の深さ、多様性

を改めて感じた

ので、生産動物に

関わる仕事がし

たいとは思った。 

になりたい。また、

獣 医 と は 関 係 な

く、あいさつや会

話が大事だという

ことを改めて学ん

だ。しっかりでき

るようにしたい。 

長崎県 解体検査や BSE

検査など、普段大

学でできないよ

うな検査をやら

せていただいた。

現場で働く方々

の丸１日を通し

て見ることがで

きたので実際に

自分がその職に

就いた時のイメ

ージが固まりや

すく、参加してよ

かった。 

特にありませ

ん。強いて言う

ならずっと同

じ現場での実

習だったこと

かもしれませ

ん。 

同じ現場での実習でした

が、3 日間という短い期間

の中で 1 つの現場に絞っ

て実習をしていたので、

その現場で働く感覚が実

感できた。他の現場の見

学にも連れていっていた

だいたのでたくさんの立

場の人々からお話を聞く

ことができ、満足してい

る。 

もともと公務員

志望で就職先を

模索する一環で

応募した。実習を

終えて、その県の

特色、就職してか

ら数年後までの

流れなどを経験

者から聞くこと

ができた。良いこ

とも悪いことも

含め、実際に働く

上でのリアルな

話を聞けたこと

が就職先として

の関心が増した

ことにつながっ

た。 

VPcamp を通して、

私はより働き方に

ついて考えるよう

になった。公務員

獣医師には臨床医

から移られた方、

育児をしながら仕

事をされてる方な

どさまざまな立場

で働かれている。

自分の生活スタイ

ルが変わっても続

けていけるひとつ

の職場として考え

るようになった。 

京都府 数多くの機関を

見学させて頂く

ことができ、現場

の雰囲気に触れ、

現場の方たちか

らさまざまなお

話を聞き、勉強に

なった。貴重な体

験ができ、良かっ

た。 

もう少し自分

達で手を動か

すことが多い

と思っていた

のですが、見学

や講義も多か

った。 

大学で勉強している内容

の実際の現場での実践を

見学でき、良かった。今後

の勉強への意欲にもつな

がった。 

公務員獣医師の

業務について、具

体的に何をされ

ているのかを知

り、と畜場、食肉

衛生検査所では

特に、解剖学、病

理学、微生物学を

はじめ幅広い専

門知識をフルに

活用されている

と感じ、興味深い

職場だと感じた 

公衆衛生といって

もその分野は幅広

く、幅広い専門知

識が求められると

実感した。また、他

の職以上に人と向

き 合 う 職 場 で あ

り、専門知識だけ

に留まらず、人と

のコミュニケーシ

ョンを円滑にする

ためにも一般教養

など広い知識をも

つ 重 要 性 を 知 っ

た。 

高知市 普段できない体

験ができた。 

旅費と宿泊費

が負担になっ

た。 

公衆衛生業務が体験で

き、面白かったが、実習内

容を選択式にして機関を

少し狭めたりしてもいい

かと思いました。内容は、

普段校内では学べないこ

とを学ぶことができ、よ

かった。 

仕事内容をあま

り知らなかった

ので、知れてよか

った。 

幅広い知識を持っ

た獣医学生に変化

した。 
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富山県 県における公務

員獣医師が勤務

するすべての関

連機関に行くこ

とができ、また、

業務内容を知る

ことができた。 

その他、各機関に

おいて実際の業

務の一部を経験

することができ

た。 

なし。 県の公務員獣医師となっ

た際の職場の雰囲気や実

際の職務を理解すること

ができ、非常に有意義で

あった。これを踏まえ、卒

業後の進路をより具体化

することができた。 

具体的な業務内

容を知ることに

よって、就職先を

より明確にイメ

ージできるため、

今後の勉強にお

ける重点分野が

明確になった。 

学校での講義内容

がどのように役立

つのかをより具体

的にとらえること

ができる。 

兵庫県 担当者の先生が

丁寧に指導して

くださったこと。 

特になし 普段できない貴重な体験

ができたのでよかった。

特に食肉衛生検査センタ

ーの実習では、多くのプ

ログラムを組んでくださ

っていてとても充実した

２日間になった。 

食肉衛生検査所

は、家畜の死と向

き合う辛い仕事

だと思っていま

したが、真剣に働

く現場の獣医師

さんを見て、とて

も責任感が強く

素敵な仕事だと

思った。 

視野の幅が広がっ

た。 

兵庫県 熱意のある獣医

師が多くいる機

関で様々なこと

を学ぶことがで

きた点。 

交通費、宿泊費

が出ないため、

負担が大きい。 

多くの出費を要したが、

それに見合った多くの知

見を得ることができた。 

家畜保健衛生所

への関心が強か

ったが、動物愛護

センターでの業

務にも興味を持

つようになった。 

臨床や家畜防疫に

関するする知見し

か持っていなかっ

たが、公衆衛生学

的な知見も有する

学生に変化できた

ように感じる。 

京都府 多くの施設を見

学することがで

き、多くの人と交

流ができた。 

一つ一つの施

設で講義が多

く、実際に手を

動かすことが

少なかったよ

うに感じた。 

公衆衛生獣医師の仕事を

多くの施設で見学させて

もらうことができ、多く

の人から実際に働いてい

る人の話を聞くことがで

きた。公務員獣医師とし

てどのように働いている

のかなど、自分が実際に

働くときにどのようにな

るのか、少し考える良い

きっかけになった。 

元々、畜産関係や

野生動物、動物園

動物に興味があ

り、公務員獣医師

の中でも公衆衛

生分野はあまり

詳しく知らなか

った。公務員は興

味があったもの

の、公衆衛生分野

を知らずに受け

るのはどうかと、

今回の実習に参

加した。実際に実

習で知ったこと・

学んだことから

公衆衛生分野の

重要性や研究な

どにも携われる

という面白さも

感じることがで

き、公務員を受け

るにあたって前

向きになれた。 

畜産の現場から食

品になるまで、人

にかかわる獣医師

としての重要性を

認識するようにな

った。また、動物愛

護の難しさ、大切

さを知ることがで

きた。 
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長野県 ３つの違う職場

に行くことがで

きた。 

食肉衛生検査

所は座学が多

かった。 

実際の現場を知ることが

できてよかった。仕事の

内容とその仕事がどのよ

うにして周りの地域に還

元ざれているかがよくわ

かった。 

具体的な仕事内

容がよくわかり、

やり甲斐のある

仕事だと思った。 

獣医は動物のため

だけの仕事ではな

いということがよ

くわかった。 

福岡市 公務員獣医師の

仕事を実際に見

ることで仕事内

容を今までより

具体的にイメー

ジできるように

なった。 

  公務員獣医師に対する理

解が深まり、将来の選択

肢が増えた。 

実際に職場に行

って、そこで働い

ている獣医師の

方と話している

と将来の選択肢

の１つとして考

えようと思った。 

幅広く様々な分野

に興味を持って、

実際に現場に行く

ことの重要性を理

解した。 

群馬県 食肉処理施設や

動物愛護センタ

ーなど、普段見れ

ない場所が見れ

たこと。 

  群馬県は牛を対米輸出し

ているため、その話が聞

けたのは、とても勉強に

なった。 

元々、公衆衛生分

野に興味があっ

たが、さらに興味

を持つようにな

った。 

病理や解剖など、

仕事に直結する分

野は、さらに一生

懸命勉強しようと

思った。 

群馬県 現場を沢山見せ

てもらったこと 

  通常の勤務の時間の中で

プログラムを組んでいた

だいているので無理は言

えないものの、もう少し

手を動かす実習ができれ

ばよかった。 

今回実習に参加

してみて、衛生部

より農政部の方

が向いているこ

とを再確認でき

てよかった。 

  

埼玉県 職域の広さや獣

医師の職務やや

りがいが良く分

かった。将来の職

業選択の助けに

なる様な貴重な

経験ができた。 

特になし。 各部署で一生懸命、実習

生に多くを学んでもらお

うとしていることがよく

分かった。獣医師だけで

なく、薬剤師や臨床検査

技師の方で衛生の仕事を

している方とお話しする

貴重な機会を得ることが

できて非常に有意義であ

った。 

公務員獣医師に

おいては、特化し

た知識でなく幅

広い知識を使う

点が興味深く、職

業としても非常

にやりがいがあ

ると感じた。 

将来の獣医師像を

心に留めといる獣

医師。 

埼玉県 普通の見学では

入れないような

場所にまで入れ

ていただいて、貴

重な体験ができ

ました。 

保健所も訪問

できればさら

に満足できた

と思います。 

具体的な検査業務をいく

つも体験させていただ

き、学校で学んだ内容の

復習にもなりました。本

当に良い経験になったと

感じています。 

今回参加させて

いただいた自治

体に観光以外で

行くのは初めて

でしたが、皆さん

に良くしていた

だき、また県内の

色々な地域を訪

れたことで就職

先として興味が

わきました。 

実習前よりも具体

的に公衆衛生獣医

師の業務内容、立

場を理解し、自分

の将来の選択肢と

して真剣に考える

ことができるよう

になりました。 
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埼玉県 5 日間という短

い期間で、公衆衛

生獣医師がどの

ようなに携わっ

ているのかを知

ることができと

ても良かった。具

体的に手を動か

す実習もさせて

頂き、現場での働

き方も見ること

ができてとても

良かった。 

期間が短かっ

たので、保健所

など全てを見

学できなかっ

たのが残念だ

った。 

食肉検査センターや検査

所では、検査が中心であ

りその過程での手技の難

しさを感じた。細菌検査

では、無菌操作が不十分

であったり器具の取り扱

いを間違えると、自分が

検査したっかった菌を培

養できなくなってしま

う。こういったことによ

り検査結果をわかりにく

くしてしまう危険性もあ

る。また、屠畜場・食鳥検

査では、いかに効率よく

病変の有無を見極めなけ

ればならないかを知っ

た。自分が遅くなると流

れがとまってしまうた

め、勉強が必要だと感じ

た。 

今回が初めての

公衆衛生実習だ

ったため、具体的

にどのような仕

事をするのか、大

学で学んでいる

ことは生かせる

のかがわからな

かったが、実際に

実習をしてみて

ほぼ自分が学ん

でいることその

ままでありとて

も興味がわいた。

また、関東圏内で

の就職を考ええ

ているため都心

にも近い埼玉県

はとても魅力的

だと感じている。 

自分は小動物臨床

をもともと目指し

ており、それ以外

をまったく視野に

入れていなかった

ため今回の実習を

参加し他の分野で

の獣医職について

とても視野が広が

った。 

長野県 公衆衛生獣医師

の仕事内容の概

要がわかりまし

た。 

講義に工夫が

なくて眠気が

出てきたこと

がありました。 

公衆衛生獣医師の仕事

（食肉衛生検査所、動物

愛護センター、保健所）の

概要がある程度わかった

ので自分の将来の方向性

がある程度てきた。 

獣医師らしい仕

事をしていると

いう点で食肉衛

生検査所か動物

愛護センターで

働きたいと思い

ました。 

より公務員志望の

獣医学生になりま

した。 

八 王 子

市 保 健

所 

大学の授業等で

も保健所の見学

はなかったので、

普段知ることの

できない保健所

の業務を体験で

きてよかった。動

物衛生だけでな

く、医事薬事など

の獣医師の配属

されていない部

署も経験するこ

とができ、就職の

参考になった。 

自分で実際に

手を動かす作

業がもう少し

あっても良か

ったかもしれ

ない。 

職員の方々の説明が丁寧

でとても親切に対応して

いただき、充実した実習

をすることができた。小

規模の自治体での業務が

どのようなものなのか実

習前は具体的なイメージ

が湧かなかったが、実習

を通じて公衆衛生行政の

業務内容を知ると同時

に、そこで働く方々の仕

事に対する姿勢、心遣い

を感じることができ、参

加してよかった。 

保健所への就職

先としての関心

は高まったが、八

王子市は 29 年度

の獣医師の募集

がない可能性が

高いため。 

どのような仕事を

したいかだけでな

く、どのように取

り組みたいかを考

え る よ う に な っ

た。 

姫路市 半日毎のスケジ

ュールだったの

で中弛みするこ

と無く濃い内容

の実習となった 

特になし 実際に現場に出向かなけ

れば聞けないお話や、知

ることの出来ない現場の

雰囲気や仕事内容を三日

間に集中して学べたので

非常に有意義でした 

元々公務員の週

休 2 日、定時上が

りという条件は

とても魅力に感

じていました。そ

の仕事内容を全

くイメージでき

なかったので今

回の実習を通し

て具体的に知る

ことができ、上記

の条件で働く職

場としては申し

臨床の現場だけで

なく、公衆衛生の

現場の知識も少な

からず学んだ獣医

学生になれたよう

に思います。 

将来の進路として

具体的に現場を見

た事があるのは強

みだと思います。 
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分ない職場であ

ると思えました。 

神 奈 川

県 

実際の業務を間

近で見ることが

出来た。 

実習先の方々が、

皆さん、とても親

身になって接し

てくださった。 

特に無いです 作業をしている職員の方

のすぐ横で説明をしてい

ただきつつ作業を見るこ

とが出来、気になったと

ころを直ぐに質問できて

有難かった。置かれてい

る全ての課の業務を実習

中に見学すること、それ

ぞれの課の関わり方や検

査所全体の業務の流れを

理解することが出来た。 

今まで、遠目でし

か見たことの無

かった業務を見

て、自分が仕事を

するイメージが

掴めた。 

獣医師として公衆

衛生に関わること

を、授業で聞いた

話 と し て で は な

く、自分の将来の

姿の一部として実

感している獣医学

生 

OIE アジ

ア 太 平

洋 地 域

事務所 

OIE についてよ

りよく理解する

ことができた。国

際会議に参加し

てその雰囲気や

扱う内容を知る

ことができた。

OIE アジア太平

洋地域事務所で

働く人の貴重な

お話を聞かせて

いただけた。日本

だけでなく世界

各国の専門家・科

学者と話をする

機会ができた。英

語のリスニング・

スピーキングの

練習になった 

    公衆衛生につい

て今までほとん

ど興味を持たず

にいたため、少し

でもしるいい機

会になるとして

参加しました。 

公衆衛生の向上

のために大きな

力を持つ OIE の仕

事の重要性を知

ってこの分野の

重要性が前より

よくわかったと

思う 

世界の獣医疾病の

問題の概要を知っ

たため、より国際

的な視野を広げら

れた。 

英語の重要性を身

をもって痛感し、

今後も勉強してい

きたいと思った。 

OIE 

ア ジ ア

太 平 洋

地 域 事

務所 

OIE という国際

機関が実際に何

をしているのか

詳細に知ること

ができた上に、実

際にアジア太平

洋地域の国際会

議に参加するこ

とができ、大変貴

重な経験になっ

た。また、共にイ

ンターンに参加

した学生が自分

と似た志を持っ

ていたことも良

かった。自分のモ

チベーションの

向上につながっ

OIE の業務につ

いて講義で詳

しく知ること

ができたのは

大変良かった

が三日間続け

て終日講義の

みだったので、

たまにはグル

ープワークな

ど違う方面か

ら学んでみた

かった。 

全体を通して非常に満足

のいくインターンだっ

た。OIE のホームページを

見ているだけでは、業務

の幅が広すぎていまいち

OIE が何をしているのか

具体的に掴めなかった

が、OIE で実際に勤務して

いる方々からそれぞれ具

体的に何をしているのか

を教わることで、OIE がど

のような国際機関で現在

何を手がけているかの全

体像をつかめるようにな

ったと思う。OIE のイメー

ジを講義で掴んだ上で実

際に国際会議に参加し、

様々なバックグラウンド

現在、環境省が第

一志望であるが、

今回の経験を通

じてますます行

政に参画するこ

とへの興味が増

した。 

今回の OIE のイン

ターンを通じてま

すます公衆衛生の

重 要 さ を 認 識 し

た。また、国際会議

の場で様々な立場

の人々の議論を聞

き、物事を多面的

に捉えることの重

要 性 を 再 認 識 し

た。 
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たように感じる。 の人とお話をすることが

できたのは非常に良い経

験になったと感じる。 

OIE 

獣 疫 事

務 局 ア

ジ ア 太

平 洋 地

域 事 務

局 

指導者と会話す

る機会が豊富で

あり、様々なお話

が聞けたこと。指

導者が親しみや

すく、和やかで楽

しい雰囲気であ

ったこと。 

特に無し。 講義の内容は大変わかり

やすく、有益で会った。 

参加した会議も、とても

良い刺激になった。 

獣医が携わる公

衆衛生、動物衛生

のフィールドが

国際的な舞台に

まで広がってい

ることが実感で

きたため。 

より国際的な視点

をもって獣医学に

取り組んでいこう

と思えるようにな

った。 

 

（Ｈ28 年度 夏） 

参加 

機関 

良かった点 悪かった点 実習についての感想 実習に参加した 

理由 

実習後に変化した

こと 

旭川市 職員の皆様が温

かく迎えてくだ

さったこと。 

悪かった点で

はありません

が、どうしても

時間が余って

しまった時に

職員の方々が

困っていたよ

うで、申し訳な

く感じた。 

・大学における公務員獣

医師の講義や就職説明会

では知り得ない、現場の

職員の方々のお話を伺え

たこと。 

・実際の現場に同行し見

学ができたこと。 

・実際の業務を体験する

ことができたこと。これ

らはインターシップに参

加させて頂くことができ

たからこその経験だと強

く感じた。 

自分の進路を考え

た上で必要な知識

は自ら獲得しよう

とする姿勢が大切

だと感じました。 

また、公務員獣医

師を目指す際には

それぞれの自治体

や機関において重

要となる心得を掴

む必要があると感

じた。 

実際の現場を見学

させて頂くことに

より、自分の抱い

ていた勝手なイメ

ージを修正するこ

とができて、進路

を考える上でより

具体的な指標にす

ることができた。 

動物検疫

所 

私が想像してい

たよりも家畜防

疫官の仕事が多

岐にわたってい

ることを見学さ

せていただいた

ことで初めて知

った。もともと、

将来については

あまり考えたこ

とがありません

でしたが、この

二週間は将来を

かんがえるのに

あたり、ちょう

どよい機会にな

った。 

最初は二週間

は長いなと思

っていました

が、終わってみ

るとあっとい

う間でしたし、

この二週間は

さまざまな濃

い体験をさせ

ていただ来ま

した。なので、

今 回 の

VPcamp に対

して不満は特

にありません。 

家畜防疫官の方々が丁寧

に教えてくださったので

防疫について恐らく正し

く理解できたと思う。 

獣医の姿として小

動物臨床がやはり

第一に思い浮かん

でいました。ただ、

今回のインターン

によって行政にか

かわる獣医師とい

う姿を目にするこ

とができました。

獣医として様々な

世界で活躍できる

という選択肢の広

さを感じさせられ

ました。今回のイ

ンターンによって

獣医という職業に

対して、視野が広

が っ た よ う に 思

う。 

もともと就職につ

いて何も考えたこ

とがありませんで

したが、今回初め

て考える良いきっ

かけになった。 
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旭川市 普段では見れな

いような場所に

行くことができ

て良かった。ま

た、職員さんが

実際に体験した

事を話していた

だき、とても勉

強になった。 

説明の内容が

ほぼ知ってい

ることで、少し

もの足りなか

った。もう少

し、実技的な体

験もできたら

良かった。 

様々な業務を体験させて

いただき、職員さんが実

際にどのように仕事をし

ているかを見ることがで

きて良かった。 

VPcamp を 通 じ

て、実際に働いて

いる職員のみなさ

んのお話を聞くこ

とができ、自分自

身の視野が広がっ

たように思う。 

もともと中核市は

業務の幅が狭いイ

メ ー ジ が あ っ た

が、県や政令指定

都市と比べ市民と

密接に関わること

ができ、また、行政

的な作業もできる

ことが分かり関心

が深まった。 

愛知県 公衆衛生獣医師

の実際の仕事風

景をみることが

できた。 

内容が物足り

なかった。 

大学での授業内容以上の

ことをほとんどやらなか

ったため、少々ものたり

なかった。 

地方公務員には向

かないと感じた。 

獣医資格をもって

働く必要を感じら

れなかった。 

札幌市 私のずっとすん

でいる、この札

幌市という市の

みたこともない

面を、様々な施

設を回るなかで

見ることができ

楽しかった。 

札幌市の人の優

しさや、おおら

か さ に 助 け ら

れ、忙しい中に

も楽しい時間を

過ごせた。 

内容によって

は退屈な内容

もあり(私の興

味 の 問 題 だ

が)、さらにて

を動かして実

習をするとい

うことがほと

んどなかった

ので、眠くなる

時もあった。 

ひとつの施設のことだけ

でなく、業務に関わる

様々な施設で、様々な業

務に携わる人の話を聞く

ことができて良かった。 

この期間でたくさんの経

験をでき、充実していた。 

変化というほどの

ものでもないかも

しれないが、色々

な 人 に 出 逢 い 、

色々な話を聞くこ

とができて将来を

考えるきっかけを

もらった。 

いい思い出ももら

えて、いい方向に

変 化 で き た と 思

う。 

もともと大学のゼ

ミ 活 動 の 内 容 か

ら、公衆衛生分野

の仕事には関心を

持っていた。 

たくさんの業務が

あることを知り、

故郷の札幌市に貢

献したいという気

持ちは増した。 

動物医薬

品検査所 

実際に手を動か

してやれたこと 

 
実際に業務の一部を体験

させてもらえたのでよく

わかりました。職場のみ

なさんが優しく丁寧に質

問等に答えてくださりと

てもわかりやすかったで

す。 

公衆衛生領域の必

要性を強く再確認

しました。 

元々検査系の仕事

に興味があったの

で今回応募しまし

たが、実際にやっ

てみて更に興味が

湧きました。 

国立感染

症研究所 

職員の方が皆優

しくて質問しや

す い 環 境 で し

た。また、実習の

内容の話だけで

なく色々なお話

を聞けて面白か

った。 

タイムスケジ

ュールが提示

されず、次何を

やるのかよく

分からなかっ

たので、簡単で

いいので欲し

かった。 

普段大学ではできないこ

とや、授業より詳しい内

容の話を聞くことができ

てとても勉強になりまし

た。初めて参加しました

が、来年も都合が合えば

参加したい。 

人と動物の健康を

同時に視野に入れ

て勉強してみたい

と思った。 

動物の病気をター

ゲットとし防疫を

行い、国内への悪

性病原体の侵入リ

スクを下げること

で、動物で生計を

立てる農家の方々

および日本の畜産

経済を直接的・間

接的に守る家畜防

疫官という職業に

とても魅力を感じ

た。今までは防疫

を行うその先をあ

まり深く考えてい

なかったが、今回

VPcamp に参加し

て、様々な法律に
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則りながら動物を

扱うことで人のた

めに働くことが公

衆衛生獣医師なの

であると再認識し

た。 

農林水産

省動物検

疫所成田

支所 

各課の実習全て

が、業務の講義

のみや見ている

だけではなく、

体験型であった

ため、実際にそ

の職業に就くと

一日をどのよう

な業務に当てる

のかがよくわか

った点が良かっ

た。また、1 班 3

人という丁度良

い人数であった

ため、先方のお

話も聞きやすか

ったうえ自分た

ちも質問等しや

すく、＋αでも多

くのものを得る

ことができた。

課長の皆様や職

員の皆様とお話

す る 機 会 も 多

く、業務や行政

のことは何を聞

いても丁寧に答

えてくださり、

それ以外のお話

もしやすいとて

も良い雰囲気が

あった。 

実習内容では

特にはないが、

強いて挙げる

ならば各課に

要する自分た

ちの労力や行

わせてもらえ

ることの量、暇

な時間がまち

まちだった点。

動物検疫課が

三日間みっち

りであったこ

とに対して、貨

物検査課や旅

具検疫課は空

き時間が多か

った印象を受

けた。しかし、

実習が充実し

た日程であっ

たため、良い休

憩にはなって

いた。 

動物検疫課、貨物検査課、

旅具検疫課の業務体験を

させていただいたが、ど

の課の業務も、動物検疫

の目的とも言える、「海外

悪性伝染病の病原体によ

るリスクを許容レベルま

で減少させる」というこ

とに則っていたことを強

く感じた。それを実現さ

せ、かつ経済的な流れを

滞らせないようにするた

めには、リスクに応じて

効率化・合理化が必要で

あるということもわかっ

た。リスクの高い生体輸

出入時は係留・臨床検査

等必要であるが、滅菌後

密閉等でリスクの低い畜

産物輸出入時では、一見

精密検査が必要に思える

血液等でも、輸出国の衛

生証明書を信頼しそれと

の一致検査のみ行うとい

うこと等に、その考え方

を垣間見た気がした。 

動物検疫所の方々

の業務が、その行

為の目的を必ず持

ちながら行ってい

て、かつ根拠が明

確であるためその

時々に応じて行動

の要不要を適切に

判断できながら働

いている姿に感銘

を受けた。私も、で

きる限りの自分の

行動に目的や根拠

をもって行動しよ

うと考える獣医学

生になった。 

小動物臨床と公務

員で進路に迷って

おり、公務員のイ

ンターンシップは

今まで参加したこ

とがありませんで

し た 。 今 回

VPcamp を 通 し

て、公衆衛生分野

の世界を見させて

いただき、公衆衛

生行政に関する仕

事に関心が高まり

ました。 
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動物医薬

品検査所 

講 義 と 実 習 が

半々であったた

め、頭と体を使

ってより深く理

解することがで

きました。内容

も 充 実 し て お

り、動物医薬品

検査所について

余すことなく教

え て い た だ い

た。 

 

特になし。 実習では様々な国家検定

を体験させていただき、

また動物を殺処分する現

場にも立ち会わせていた

だきました。獣医師の高

度な専門知識が要求され

ると共に、判断一つが大

きな影響を及ぼし命を扱

う重大な責任を伴う業務

であるということを肌で

感じました。また、講義

では薬剤耐性菌問題の対

策や VICH 活動などにつ

いて学ばせていただき、

問題解決に向けて様々な

国 や 機 関 と 連 携 が

とられており、国や省庁

という枠を超えた相互理

解の重要性を学んだ。 

インターンシップ

を終えた今、公衆

衛生行政への高い

関 心 を 抱 く と 共

に、農林水産省職

員として働かせて

いただきたいとい

う思いを強くいた

しました。 

今後はより一層勉

学に励むと共に、

研究室や所属して

いる他大学のサー

クル活動などを通

して、獣医学科の

枠を超えた異なる

学問分野の学生と

も交流を深め、広

い視野で物事を柔

軟に考えていく力

やコミュニケーション力

を磨いていきたい

と思う。 

海外の大学院の行

くという目標があ

るため、就職先と

しての意識はなか

った。 

東京農工

大学 感

染症セン

ター 

予演を含めて学

会に参加するこ

とで、実習先に

ついてより知る

ことができたこ

と。 

今後も自分の実

験に関してお世

話になるかもし

れない大きなコ

ネクションがで

きたこと。自分

の大学にダイレ

クトに還元でき

る技術を身に着

けることができ

たこと 

特になし。 今回は、ラボの一員とし

て実験をするというスタ

ンスで受け入れてもらっ

た。実際はその通りで、

本当に普段の仕事と同じ

ようなメンタルで実験を

こなすことができた。ま

た、自分と同じように感

染症に身を置く人たちと

コミュニケーションをと

ることで新しい考え方を

身に着けることができ

た。 

ラボラトリへの適

応能力はかなり増

したと思う。また、

自分の実験技術、

感染症への考え方

のレパートリーが

増え、これは今後

にもつながるかけ

がえのないもので

あると思う。 

数年毎の転勤によ

って県内の端にま

で仕事をしに行け

ることに魅力を感

じた。 

石川県 伺った機関の職

員方がみな親切

で、不勉強な部

分も丁寧に説明

してくださりた

いへん勉強にな

った。 

 
ウェブページで調べただ

けでは分からなかった、

獣医師の業務や中枢であ

る県庁と出先機関とのつ

ながりと、働き方の違い

を見せてもらえた。勉強

が足りていない分野やこ

れから学ぶべきことが分

かった。 

公衆衛生に携わる

ためには、臨床獣

医師よりも人間に

近い視点で動物や

微生物についての

知識も必要だと思

うようになった。 

実際の現場で働い

て い る 獣 医 師 の

方々のお話を聞い

て、自分も動物検

疫所で是非働きた

いという気持ちに

なった。 
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農林水産

省動物検

疫所成田

支所 

  
動物検疫所での実習は

10 日間で、1 日がオリエ

ンテーション、3 日間ず

つ 3 か所で実習を行うと

いう形式で、それぞれの

課で十分に質問等に答え

ていただいたので満足だ

った。 

 
衛生職の方々が、

非常に和気あいあ

いとした感じで、

とても環境がいい

なと感じた 

札幌市 普段獣医がやる

仕事を少しずつ

ではあったが、

知ることができ

た。 

手を動かして

行う実習が少

なかった。 

いろいろな獣医師が配属

される場所に行かせても

らい、獣医師の話もたく

さん聞かせていただき、

とても楽しかった。 

札幌市は動物園も

衛 生 系 も あ る の

で、学生のうちに

様々なことを身に

つけておく必要が

あると感じた。 

公務員獣医師の仕

事のやりがいを知

ることができて、

より一層、卒後は

公務員獣医師にな

りたいと考えるよ

うになった。 

富山県 具体的に公務員

獣医師がどんな

作業を行ってい

るのかをしっか

りと理解できる

ような構成とな

っていた点。 

公衆衛生と家

畜衛生のバラ

ンス。家畜衛生

についても、も

う少し詳しく

知りたかった。 

どちら研修機関の職員の

方々も、とても親切にわ

かりやすく教えていただ

き、本当にありがたかっ

たです。勉強になった。 

卒業までの残り３

年の間に、もっと

しっかり勉強しな

くてはならないと

いう危機意識を強

く持てるようにな

った。 

就職を考える際の

判断材料としては

大いに有意義だっ

たが、特に関心の

変化するような目

新しいものを見た

わ け で は な か っ

た。 

新潟市 実際に自分の手

を動かして行う

実習が適度にあ

り、見学だけの

実習にならなか

った点。 

特になし。 実習を通し、現場ではど

のような業務が公衆衛生

分野では行われているか

が理解でき、今後の進路

選択を考える上で非常に

参考になった。 

公衆衛生も獣医の

大切な役割だと再

確認し、今後この

分野についてより

意欲的に学べるよ

うになった。 

これまで公衆衛生

獣医師の仕事につ

いては、授業で聞

くぐらいであまり

実感を持てなかっ

たが、実際に業務

を経験してみるこ

とで肌身で日々ど

のような仕事をさ

れているのか、実

感することが出来

た。また、職員の

方々からお話を伺

うことで鳥取県の

特徴を知ることが

できたのも良かっ

たと思う。 
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鳥取県  VPcamp で一括

して募集から応

募までできたた

め、便利だった。 

合格の通知が

遅かったこと。

もう少し早く

連絡してくれ

れば、飛行機や

ホテルのチケ

ットも取りや

すかった。 

５日間の中で、牛や豚、

鶏の解剖や診断、検査な

どにとどまらず、セリの

見学や子牛の出産の立会

など非常に貴重な経験を

することができた。また、

今回は家畜保健衛生所を

中心とした実習だった

が、期間が５日間あった

ため、畜産試験場や食肉

検査場にも見学に行けた

ため、良かった。 

自分が今まで学ん

できたことが実際

の現場でも活かさ

れることが実感で

き る よ う に な っ

た。大学で学ぶこ

とは単に国家試験

に受かるためのも

のではなく、自分

の将来にもつなが

っていくのだと実

感できるようにな

ったことは、今後

のモチベーション

に繋がる。 

動物検疫所に獣医

師として関わって

みたいと心から思

った。 

農林水産

省 動物

検疫所 

２週間にわたっ

て各部署の業務

を細かく教えて

いただき、仕事

を実際に体験で

きた点。 

 
今回のこの実習に参加で

きて本当に良かったと思

う。今までに全く知らな

かった家畜防疫官の仕事

を知ることができ、大変

充実していた。 

今後もっと知識を

増やすために勉強

をしたいという意

欲が高まった。ま

た英語の能力をも

っと磨きたいと思

えた。 

自分が想像してい

た業務内容とは違

う点が多く、場合

によってはペーパ

ー獣医師になって

しまうこともある

と知り、少し戸惑

いを感じたことも

幾度かあった。し

かしながら、それ

以上に「やっぱり、

家 畜 防 疫 官 に な

る！」という思い

の 方 が 強 く な っ

た。それは、実際に

家畜防疫官として

働いていらっしゃ

る方々の姿を見た

からである。お客

様への対応、関係

業者の方々と築き

上げている関係、

動物への接し方、

真剣に仕事に向き

合う姿、私達イン

ターン生への丁寧

な対応、気遣い。私

には皆さんが輝い

てみえ、前よりも

憧 れ が 強 く な っ

た。 
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動物検疫

所  

職員の方々が、

私達がリラック

スできるように

場を和ませて下

さった点。また、

質問の時間を多

く取ってくださ

り、親身になっ

て対応して下さ

った点。 

なし。 私は動物検疫所で輸出入

される動物や畜産物が安

全か、そうでないかを判

断するのだと思い込んで

いた。しかしながら、実

際は二重検疫制度であ

り、動物検疫所に到達す

るまでに、ある程度の安

全性が確保されているも

のが本当に安全であるか

を確認する場であった。

これは実際に参加して初

めて知ったことであり、

他にも私が勝手にイメー

ジしていた業務と異なる

点が多く存在していた。

自分が昔から興味があっ

た職種について誤解して

いた点はきちんと正せ、

知らなかった点は新たに

知ることができた。 

動物検疫所の実際

の と こ ろ に つ い

て、知らなかった

学生から知った学

生になった。また、

知 っ た こ と に よ

り、視野が広がり、

より物事を考察で

き る 学 生 に な っ

た。 

以前、愛知県の公

衆衛生に従事して

いる獣医師の業務

に関して、公務員

獣医師就職説明会

で説明を受けた。

そこでこの分野に

興味が湧き、実習

に参加した。実際

に 参 加 し た と こ

ろ、現場で働く人

の仕事へのやりが

いについてお話を

聞くことができ、

より就職先として

関心が高まった。 

愛知県 大学ではじっく

りと見ることの

できなかった興

味のある分野の

施設に行くこと

ができた。また、

そこで行われて

いる業務に関し

て、同行する前

に講義を受ける

ことができたの

で、より深く理

解することがで

きた。質問を随

時受け付けてく

れたため、質問

しやすい環境で

あった。 

私は実習先が

実家付近であ

ったため、公共

交通機関が通

っていない実

習先に容易に

行くことがで

きた。しかし、

県外からくる

学生には参加

しにくいと思

われる。また、

検査や試験に

ついては見学

が多く、実際に

手を動かす実

習があるとよ

り理解が深ま

り、興味が増す

のではないか

と考える。 

公衆衛生に従事する獣医

師の働く現場を初めてじ

っくりと見ることができ

た。また、大学の授業で

勉強した内容がどのよう

に社会に役立つのかを学

ぶことができた。さらに、

公務員が厳重な管理をす

ることで、多くの人々の

食の安全が守られ環境衛

生を保持されているとい

うことを実感することが

できた。理解を深め、多

くの学ぶ機会を得ること

ができる、充実した５日

間を過ごすことができ

た。 

大学で学んだ内容

が、業務に直結し

ていることを実感

した。そのため、よ

り大学での勉学に

励むことを決意し

た。また、公衆衛生

に関する学問に対

して、以前より興

味を持って勉強に

臨むことができる

と思う。 

もともと関心はあ

ったのですが、も

っとしっかり勉強

しないといけない

ことを改めて感じ

ました。 

動物検疫

所 

動物検疫所で実

際に何をやって

いるのかがしっ

かりわかった。 

ありません。 各課に 3 日ずつでとても

わかりやすく、親切に教

えて頂けた。 

日々の勉強をもっ

としっかり行い、

仕事に活かせるよ

うにしないといけ

ないと思った。 

私は、動物検疫所

で実際に行われて

いる業務や実際に

働いている方々の

話をインターネッ

トや新聞記事で見

たことがあったの

ですが、今回のイ

ンターンシップを

通して、それらは

ほんの一部分であ

った事に気づきま
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した。また、検疫所

で働くにあたり付

き物である全国転

勤も、職員さんの

話を聞き、全国に

行って色んな経験

を積むことができ

るというプラスの

方向に捉えられる

よ う に な り ま し

た。また、女性にと

っても働きやすい

環境であるなどと

ても魅力の多い職

業であることがわ

かりました。 

動物検疫

所  成田

支所 

職員の方は親切

で気さくな方が

多く、こちらの

するどんな質問

にもとても丁寧

に答えて下さい

ました。また、そ

の時々によって

どんな動物が係

留されているの

かが変わると思

うのですが、運

よく幅広い動物

の検査(採血/糞

便採取)を見るこ

とができ、とて

も 良 い 機 会

になりました。 

もう少しだけ、

他大の学生と

話す機会があ

ったら良いな

と思いました。

ほとんどの人

は初日と最終

日の午後以外

会うことはな

かったため、も

う少し交流し

てみたかった

です。 

職員の方々にとても質問

がしやすい雰囲気だった

ため、疑問点などをすぐ

解決することが出来まし

た。また、幅広く業務を

見学・体験させていただ

けたため、将来を考える

上でとても良い経験にな

りました。 

大学で行ったこと

のある検査法に関

しても少しずつ手

技 が 異 な っ て お

り、勉強になりま

した。また大学で

行ったことのない

馬パラチフスの試

験管凝集反応試験

をさせてもらうこ

とができ、とても

良い機会になりま

した。 

公衆衛生行政とい

うと、人の健康を

守るための業務を

想 像 し て い た の

が、思ったより動

物(の病気など)と

関わる機会が多く

興味をひかれた。 

新潟市 全体的に満足で

きる実習であっ

た が 、 職 員 の

方々が忙しい中

もやさしく対応

してくださった

のが印象的であ

る。また、大学の

授業等ではなか

なか体験できな

い、実際の現場

に入って行って

間近で業務を体

験することがで

き良かったと感

じている。 

実習期間がや

や短く、食肉衛

生検査所以外

の実習が物足

りなかったよ

うに感じる。特

に、動物愛護セ

ンターでは見

学・説明中心で

実際に職員が

業務を行って

いる姿を見ら

れなかったこ

とが残念であ

る。 

新潟市食肉衛生検査所の

業務内容を詳しく説明し

てもらい、実際の現場で

の業務を間近で見学する

ことにより、新潟市の食

肉衛生行政についてより

深い理解が得られたと感

じている。新潟市保健所

や動物愛護センターは実

習期間の都合上半日ずつ

であったが、概ね業務を

把握することができた。

衛生環境研究所を訪れた

ことは今までなく、どの

ようなことをやっている

か想像がつかなかった

が、実際の業務を見学・

体験することで少しでも

理解することができたと

感じている。 

現場に出て業務を

体験することで、

どのような知識や

技術を身に着けて

いなければならな

いのかを知ること

ができた。また、漫

然と行ってしまい

がちな試験室での

作 業 も 、 そ の 一 つ 一 つ

の動作の意味を知

り、その結果によ

り次はどのような

ことをするのかな

どを考えることの

重要性を感じ取れ

るようになった。 

上記で述べた理由

と、雰囲気や仕事

内容に好感を持て

たことから、かな

り 関 心 が 高 ま っ

た。 
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京都府 公務員獣医師の

働く組織に実際

にいくことで、

リアルな仕事内

容を知れて、現

実的に将来の進

路先として考え

る こ と が で き

た。 

不満はない。 卒業後の進路に迷ってお

り公務員に興味があっ

た。しかし、公務員獣医

師の仕事内容がよくわか

らず、実習に参加した。 

この５日間で仕事内容を

かなり具体的に知ること

ができた。 

獣医学に関する勉

強だけでなく、仕

事をする上で様々

な分野のことを勉

強しなければいけ

ないと実感し、そ

のような意識を持

って今後の大学生

活を送って行こう

と思えた。 

馬に対して今まで

以 上 に 興 味 を 持

ち、馬を対象とす

る仕事に対しても

就職をさらに強く

希望するようにな

りました。 

日本中央

競馬協会 

現場で働いてい

る研究者の方々

から興味深い話

を聞くことがで

きた点が良かっ

た。また、感染症

以外にも運動器

や再生医療につ

いての最先端の

研究を見学とい

う形で一部知る

ことができて良

かった。 

特になし。 馬の感染症について講

義、実習を通して感染症

の実態や診断法、治療法

について深く知ることが

できました。さらに、毎

日の馬の世話や乗馬体験

で馬という生き物を身近

に感じることができまし

た。大学の設備の関係上

今まで馬に触れる機会が

少なかったので、初めて

の体験が多く、多くのこ

とを学ぶことができた。 

馬の感染症とその

実際について、現

場で活躍する研究

者 の 方 々 か ら 知

識・手技を教わっ

たことで、普段か

ら現場をより意識

して学習していけ

る獣医学生になる

ことができたと思

います。また、感染

症をはじめとする

公衆衛生の内容に

ついて今まで以上

に興味を持つよう

になった。 

元々公務員を考え

ており、公衆衛生

獣医師の良い点悪

い点両方見ること

ができた。 

岡山市 働いている獣医

師の方が岡山市

の良い点悪い点

両方教えてくれ

た点。 

自分が手を動

かしてする実

習・実験が少な

かった点。 

岡山市の獣医師の業務に

ついて知れたのがよかっ

た。食肉検査所は非常に

朝が早いのには驚いた。

しかしながら、と畜検査

自体は 3 時間ほどで終わ

るので、そのほかの時間

を研究などに充てること

ができるのがいいと感じ

た。 

自分が食べている

肉について関心を

持つようになった 

もともと公務員獣

医師になりたいと

いう気持ちはあっ

たが、新潟県への

就職はあまり考え

ておらず、関東地

方で就職したいと

考えていた。しか

し今回のインター

ンシップで、東京

－新潟間は新幹線

一本で行けること

や、職員の方々か

ら 受 け た 印 象 よ

り、新潟県への就

職も深く考えるよ

うになった。 
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新潟県 食肉衛生検査セ

ンターの職員の

方々がとても親

切 な 方 ば か り

で、業務内容だ

けでなく新潟県

に就職した理由

や学生時代の勉

強や研究につい

てのお話もたく

さん聞くことが

できた点。 

実習時間が半

日しかない場

合もあり、あま

りゆっくりお

話を聞いてい

られないこと

もあった。 

一番興味のあった食肉衛

生検査センターだけでな

く、保健所や地方衛生研

究所といった公務員にな

ったときに就く可能性の

ある職場の実際の様子や

業務を知ることができ、

将来公務員獣医師として

働くことの具体的なイメ

ージができるようになっ

た。実習の内容が濃く、

毎日多くの学びがあり、

思っていた以上に疲れた

ため、5 日間という実習

期間はちょうど良いと感

じた。 

公務員獣医師にな

るという決意が固

まり、それに向け

て学業に励もうと

いう心構えになっ

た。 

具体的な仕事のイ

メージを持つこと

ができ、より札幌

市への興味が増し

ました。 

札幌市 市場や動物園と

いった特色のあ

る職務内容、そ

こで活躍する獣

医師を知ること

ができたこと。

動物管理センタ

ーでは全国的に

も誇れる殺処分

ゼロを達成して

おり、その為の

努力を知ること

ができたこと。 

動物園以外で

は見学が中心

で実際に作業

をすることが

できなかった

こと。 

札幌市の獣医師が働く現

場を見学させていただ

き、市の多岐にわたる業

務を知ることができまし

た。ほかの自治体ではな

かなか無いような市場や

動物園の業務についても

見学し、職務に対する具

体的なイメージができま

した。 

市の仕事は何より

市民との対話が大

事であることを学

びました。これは、

獣医として働く上

でどのような職で

も大切なことであ

ると思うようにな

った。 

私は動物検疫所に

興味がありました

が、今回のインタ

ーンシップで動物

医薬品検査所が非

常に魅力的で、幅

広いお仕事ができ

ることを知り、動

物医薬品検査所で

も働いてみたいと

思 う よ う に な っ

た。 

動物医薬

品検査所 

動物医薬品検査

所で実際に行わ

れている検査業

務を体験させて

頂けたこと。 

国家公務員獣医

師として働くこ

とについての貴

重な意見を聞け

たこと。 

動物医薬品につ

いての知識が増

えたこと。 

無い。 動物医薬品検査所のこと

を知って、将来の就職に

活かそうと思い、応募し

ました。想像以上にたく

さんの実習をさせて頂

き、動物医薬品検査所の

こと、動物医薬品のこと、

国家公務員としての活動

についてなど、多くのこ

とを学べて本当に参加し

て良かった。 

学校の授業では、

動 物 医 薬 品 の こ

と、動物医薬品に

おける世界的取り

組みなど深くは学

びませんが、今回

のインターンシッ

プを通じて、動物

医薬品がヒト、動

物、環境と密接に

関わっていること

を知り、改めて公

衆衛生の大事さを

痛感した。公衆衛

生の向上には、動

物の犠牲もつきも

のである現実も知

り 

、動物の命を無駄

に し な い た め に

も、動物医薬品検

査所の方々は常に

使命感を持ってお

仕事をされている

んだと思った。公

実習を受けたこと

で、衛生職という

職業の幅が想像よ

りも広く、異動を

することで、公衆

衛生に関わる職場

か ら 動 物 園 ま で

様々な業務を行え

ることがわかり、

札幌市衛生職への

関心が高まった。 

また職員の方が自

分の仕事にやりが

いと責任を感じて

おり、自分が就職

した場合、やりが

いのある仕事がで

きると感じた。 

また札幌市衛生職

の職員の方が暖か

く対応してくださ

ったため、就職し

ても良い職場であ

ろうと感じ、就職

先としての関心は
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衆衛生の向上を動

物医薬品の立場か

ら関われる獣医師

もとてもやりがい

があると感じた。 

増した。 

札幌市 多くの職場を見

学できた点。 

中央卸売市場の

中に入り、セリ

などを間近で見

られた点。 

食 品 製 造 施 設

（ 肉 製 品 の 工

場）の中に入り、

普段では見れな

い製造ラインを

見学できた点。

円山動物園で動

物を実際に診療

している光景を

間近で見られた

点。衛生職の方

の生の声を聞け

た点。採用試験

についての説明

があった点。 

実習よりも見

学、講義が多か

った点。 

札幌市では獣医師として

の採用はなく、衛生職と

して採用している。その

ため食品衛生監視員など

公衆衛生に関わる職場か

ら、円山動物園、動物管

理センターなど獣医師で

なければ行えない業務が

多い職場まであり、その

職域はとても広い。今回

は幅広い職場の多くの見

学、実習ができたため、

非常に有意義な実習とな

った。 

公衆衛生行政が国

民、市民の安全・安

心を守っている重

要な職業であるこ

とをより理解した

獣医学生に変化し

た。 

今まで JRA 獣医師

に関してはイメー

ジだけで憧れを持

っていましたが、

実際にその役割を

知ったり、JRA の

方と話したりする

ことでその憧れが

具体的なものにな

り関心が増した。 

JRA 競走

馬総合研

究所 

 
特になし。 大学ではウマに触れる機

会が少ないのでウマのハ

ンドリングやサンプルを

採取してそれを調べたり

と貴重な経験ができ、ま

た憧れのJRA獣医師につ

いて知ることができて良

かった。 

学校で学ぶことは

教科書に沿ったこ

とばかりだが、実

際に会社で実習を

したり、現役の獣

医師さんと話すこ

とでそれがどう役

に立つか少しだけ

見えてきた。 

公務員獣医師の仕

事が全く分からな

い状態でこの実習

に参加しました。

想像以上に幅広い

仕事をしていて、

移動もあり多くの

事を学べるという

事 が 分 か り ま し

た。この実習を通

して公務員獣医師

の仕事にとても興

味を持ったため、

就職について沢山

考えて卒業後の進

路を決めたいと思

う。 
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山口県 山口県出身にも

関わらず、山口

県の畜産や動物

愛護の実態につ

いて知らない事

が多くてとても

勉強になり、興

味 深 か っ た で

す。 

特にありませ

ん。皆さん、丁

寧に説明して

くださり有難

かった。 

5 日間とも異なる公務員

獣医師の仕事を見て、職

務の幅広さを感じまし

た。人々との関わりもあ

り、やりがいのある仕事

だと思いった。 

小動物獣医師の職

務しか知らなかっ

た私の視野が大き

く広がりました。

今までに習った講

義の内容について

も更に知識が深ま

り、獣医学の様々

な分野により興味

を抱くようになっ

た。 

現場の声を聞かせ

ていただいて外部

の方を招いた講義

や市場だけではわ

からない魅力を教

えていただいたか

らです。また複数

の方からここで働

くまでの多様な背

景を聞くことがで

きたのでそれも励

みになった。 

日本中央

競 馬 会  

競走馬総

合研究所 

総じて受け入れ

先の皆さまが優

しく指導してく

ださった点と志

望動機に合致し

た経験をするこ

とができた点が

よかった。 

不満はないで

す。 

感染症診断法について詳

細な解説と丁寧な指導の

下で学ぶことができた。

また、接する機会の少な

い馬についての知識を強

く深めることができた。 

現場で使われる知

識や技術は多少身

に付きましたが私

自身は変わること

ができなかった。 

 

動物検疫

所 

２週間かけて全

ての課の仕事を

体験見学できた

点。 

 
普段決して見ることので

きない、空港内での動物

検疫所の業務場所を万遍

なく巡らせていただき非

常に有意義な実習期間で

あった。それぞれの課に

おいても、大変丁寧に業

務内容を説明していただ

き感謝している。 

考えを積極的に自

分の言葉で述べら

れる学生。 

動物検疫と一言に

述べてもその仕事

内容は多岐にわた

り、書類チェック

なども含め一つ一

つの作業が我国の

防疫に関わってい

た。シビアな仕事

が溢れる中でも、

働いている皆さん

は非常に気さくで

仲が良かった。こ

んな中で日本の防

疫に一役買いたい

と思えた。 

JRA 総合

研究所 

様々な研究室の

先生方が実際に

教えてくださっ

たこと。 

幅広く多くの分

野を教えていた

だいた。 

なし。 どのような検査法がある

のか、その原理は、など

を実際の道具を用いて教

えて頂いた。普段の大学

では行えない実習をさせ

ていただき、貴重な体験

をさせていただいた。 

将来の就職先につ

いて、真剣に考え

るようになった。 

ますます憧れが強

くなりました、将

来必ず馬関係の獣

医師になりたいと

思った。 

JRA 競走

馬総合研

究所 

実習が充実した

構成で、実際に

手を動かして学

ぶことができた

ところ。また、大

学以外で行う実

習は、すべてが

新鮮で大学とは

また違った視点

で学べることが

できるところも

良かった。他に

スケジュール

の進行が少し

スムーズでな

い点が気にな

りましたが、そ

の分いろんな

ところで臨機

応変に変更し

て対応してく

ださったので、

問題となるこ

とはありませ

初日から丁寧に指導して

くださり、大変有意義な

五日間を過ごすことがで

きました。講義でも実習

でも、わからないところ

は質問するとすぐにこた

えていただきました。そ

のおかげで、少し迷うと

ころやふと気になったこ

ろなど、遠慮なく近くの

先生方に質問できるとこ

が本当によかったです。

今まで大学での講

義や実習などを経

て、何となく公衆

衛生行政への知識

や実験の知識、実

験器具の操作など

は知っていたつも

りだった。しかし、

やはりカリキュラ

ムの一環として受

け身の姿勢で受け

ていたと今回の実

私はこの実習に参

加するまで馬に関

わる仕事、特に研

究となると具体的

に何を行い、それ

がどういう場面で

役に立つのかとい

うことをほとんど

知 り ま せ ん で し

た。そのため、興味

がわき応募したの

ですが、実際に働
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も、馬という動

物を軸として行

っている研究や

その施設を実際

に見ることがで

きる点、その場

所で働く方々と

実習を行うこと

ができる点、講

義や実習を通し

て、今やってい

ることが現場で

はこういう時に

行っているなど

具体的な場面も

教えていただけ

るという点、な

ど大学では学べ

ない貴重な経験

ができたことが

一番良かったで

す。 

んでした。 初日からうまくできなか

った採血の補習をいやな

顔一つせず行ってくださ

り、とてもうれしかった

です。本当に充実した五

日間で実習中はあっとい

う間に時間が過ぎてしま

い、最終日は名残惜しく

ありましたが、それだけ

濃密な時間を過ごせたの

だと思いました。 

習で感じた。また、

馬に関する公衆衛

生行政はほとんど

知識がなかったの

で、講義ではじめ

て知ることも多か

った。今回の実習

を通して、すでに

大学で経験した実

習が現場で実際に

使われていること

を知り、これから

の学生生活では受

け身の姿勢を直し

ていくことはもち

ろん、ただその操

作方法を学ぶだけ

ではなく、その実

験の意味やどうい

った場所で行って

いるのか、という

ことを積極的に学

んでいかなければ

せっかくの知識も

役に立たないと感

じた。 

く方々に教えてい

ただき、こういっ

たことを仕事とし

ているんだ、とい

う具体性が増した

ことでさらに興味

がわいたため就職

先としての関心も

増しました。公衆

衛生行政に関して

は、もともと関心

は強くありました

が、参加によって

知らないことを学

べたことでさらに

強くなった。 

農林水産

省動物医

薬品検査

所 

漠然としたイメ

ージでなく、具

体的に検査を見

せていただいた

り、やらせてい

ただくことがで

きた。また講義

もわかりやすか

った。 

自宅からだと

とても遠くて、

通うのがつら

かった。交通費

もだいぶかか

ってしまいっ

た。 

行政という漠然としたイ

メージしか持っていませ

んでした。しかし、実際

に参加してみて、大学の

実習でならったことを用

いて検査したり、国際会

議に参加したり、動物実

験を行っていることを知

った。 

大学の実習ひとつ

ひとつをもっと大

切にしようと思い

ました。また英語

の必要性もとても

感じ、あらためて

復習しようと思っ

た。 

国としての動きを

まったく知らなか

ったのですが、参

加してみてその一

部だけですが、知

ることができた。 

京都府 様々な現場を体

験し、その場で

働かれている方

の話を伺うこと

ができ、非常に

勉強になった。 

始業時間はあ

らかじめ知ら

されていたが、

終了時間は当

日にならない

と分からなか

ったので、事前

に教えていた

だけると良か

った。 

五日間の日程を通して、

本庁、保健環境研究所、

食肉センター、保健所、

動物愛護センターなどの

現場を見学、体験するこ

とができ、それぞれの現

場の業務内容、雰囲気を

知ることができた。 

参加前は、公衆衛

生行政に関心があ

るといっても、具

体的な内容につい

ては何も知らなか

った。参加したこ

とによって、理解

が深まり、公衆衛

生分野に明確に興

味を持つようにな

った。 

もともと公衆衛生

行政に関する仕事

は就職先の一つと

し て と ら え て い

た 。 し か し 、

VPcamp を 通 じ

て、京都府の業務

についてよく知る

ことが出来たので

関心が増した。 



106 
 

岩手県 少人数だったた

め、質問などか

わ し や す か っ

た。 

 
たくさんの施設で実習で

きたため、広く理解する

ことができた。 

実践的な実習はあ

まり多くなかった

ため、そのような

技術はたくさんは

身につかなかった

が、普段の授業内

容が意外と現場に

直結していること

を知ったので今後

さらに普段の授業

に力を入れようと

思った。 

もともと就職先と

し て 考 え て い た

が、今回の実習を

終えて、就職先と

してさらにイメー

ジ し や す く な っ

た。 

富山県 幅広い施設の業

務内容を見学・

体験できたこと

や、実際に働い

ていらっしゃる

方と直接お話し

できる機会が多

かったこと、ど

んなに些細な質

問にも詳しく答

えていただけた

こと。 

各施設が離れ

ているため、移

動するのにか

なり時間がか

かることです。

また、募集の内

容を見るだけ

では富山県の

特色が分かり

づらいと感じ

た。 

富山県で働く獣医師から

直にお話を聞くことがで

き、また業務も一部体験

することができたので、

自分の今後のライフプラ

ンを想像しやすかった。 

まだ大学で習得し

ていない分野もあ

りましたが、今後

学ぶことがどのよ

うに現場で生かせ

るのかということ

を 知 る こ と が で

き、より一層勉学

に対する意識が高

まった。 

実習に参加する前

までは、畜産が盛

ん な 県 で は な い

し、獣医師の仕事

といってもデスク

ワークが中心と思

っていましたが、

実習に参加し、検

査や研究の業務も

多岐に渡り、興味

を持てる職場もか

なりあり関心を持

つようになりまし

た。また、女性でも

かなり働きやすい

というイメージも

加わった。 

JRA 総合

研究所 

職員の実習担当

の方を初め大勢

の職員が、学生

に興味をもって

楽しんでもらお

うと動いてくれ

たのがわかり良

かった。とても

楽しく勉強でき

た。 

時間配分が少

し不適当であ

った。 

とても良かった。馬と触

れ合う時間が長くて、馬

のことについてたくさん

知ることができて良かっ

た。参加する前は実習内

容についてわからないこ

とだらけで不安だった

が、参加してみると職員

の方々がかなりわかりや

すく教えてくださったの

で安心して実習を行うこ

とができた。 

今回の実習で馬の

基本的な扱い方に

関する技術が身に

ついた。また、競走

馬に関する感染症

について知ること

ができた。 

JRA で働く職員方

の話を聞いて、仕

事内容にとても興

味を持てた。どの

方も楽しそうに話

していたので、明

るい職場だなと感

じた。 

新潟県 食肉検査業務を

間近で見学でき

たこと。動物愛

護業務に関われ

たこと。保健環

境科学研究所と

いうところがあ

ることを知れた

こと。 

愛鳥センター

が古かったこ

と。あまり保健

所の通常業務

を見れなかっ

たこと。 

食肉検査業務の体験や食

鳥検査の見学ができて良

かった。動物愛護の割合

がもう少し多かったら良

かった。保健所の通常業

務も見学したり体験した

かった。 

就職について考え

る機会になった。

動物愛護に対する

関心が増した。 

あまり保健所の業

務を知れなかった

から。また、今回の

実習を通じて興味

のある職種が変わ

った。 
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福井県 公衆衛生行政に

携わることにな

った時に行うで

あろうほとんど

すべての業務を

見ることができ

た点。 

特にない。 県の方が本当に丁寧に応

対してくださり、様々な

業務を体験して大変勉強

になった。 

今習っていること

がどのように世の

中に関わってくる

のかを考えながら

勉強できるように

なったと思う。 

業務について詳し

く知ることができ

たのはもちろんの

こと、職員の方々

が楽しそうに仕事

をしている姿を見

て好感をもった。 

ＪＲＡ総

合研究所 

一番は大学では

扱うことのない

競走馬と触れる

ことができた点

で，競走馬は犬

猫や牛とも異な

る繊細な性格を

しており，その

点を理解して馬

と接することが

できるかが，馬

の世界で仕事を

全うできるか否

かということを

強く痛感した。 

実習内容は十

分満足してい

るが，悪かった

と思った点は，

宿泊施設が外

部にあり，実習

地とのアクセ

スが多少不便

であったこと

である。 

実際の競走馬を使った実

習など大学ではできない

貴重な体験をできたこと

は今後の自分の経験とし

て役に立つと思う。また，

獣医師は様々な動物につ

いて勉強するが，1 つの

動物に限って勉強する機

会はなかなかないため，

一種の動物を重点的かつ

短期間で学ぶことは非常

に効率の良い実習内容で

あると思う。 

講義で学んだ知識

を実際に体験でき

たことでさらに知

識が深まり，さら

に現場における対

応や勘による直感

的な予測などを多

少なりとも身近に

触れることによっ

て，より実践的な

知識が身についた

と思う。 

講義や資料だけで

は，実際に獣医師

が競馬会でどのよ

うに活躍している

か内容をつかめな

いでいたが，実習

を通して現場の声

を聴き，実際に自

分が体験すること

で実感をつかむこ

とができ，この仕

事についてみたい

という意欲がさら

に増した。 

福井県 業務の概要の説

明 を 受 け て か

ら、実際の業務

内容などを見学

させていただい

たため、より理

解が深まった。 

特になし 業務内容などについて具

体的に説明してくださ

り、また、実際に業務を

見学させていただいたこ

とで、公衆衛生に携わる

獣医師の業務を適切に理

解することが出来た。 

公衆衛生分野への

関心がより増した

のと同時に、自身

の知識不足を強く

実感したため、よ

り一層勉学に励み

たいと感じた。 

以前から公衆衛生

行政に関係する仕

事に携わりたいと

考えていたが、今

回の VPcamp を通

し、より関心が増

した。 

京都府 北部から南部ま

で様々な施設で

実習できたのが

良かった。特に

帯同実習が、実

際に仕事をされ

ている所を見る

ことができたの

で良い経験にな

ったと思う。 

特になし 地方公務員の業務を一通

り 5 日間という短期間で

知ることができたのが良

かった。 

学校で学んだこと

が基礎として生き

てくると感じたの

で、日々しっかり

と勉強しようと思

えた。 

はじめは地方公務

員の仕事について

具体的には何も知

らなかったが、こ

の実習を通してと

ても魅力的な業務

だと思えた。 

石川県 実習仲間との出

会い、職員さん

との出会い等い

ろんな出会いが

あった。 

自費であるた

め金銭負担が

かかること 

公衆衛生に関するけんの

いろいろな施設を短期間

で見学できた。 

 
実際に行ってみな

ければわからない

ことがたくさんあ

ることを改めて感

じた。 

福岡市、

及び 

FAMIC 

地方公務員と国

家公務員の比較

をしながら、実

際の業務内容や

考え方の違いを

学べた。 

福岡市内の移

動がやや大変

だった。 

〈福岡市）３日間毎日、

各支部を回ったため業務

概要の説明がほとんどと

なってしまい、実習が少

なかったが、総合的に学

べた。 

〈ＦＡＭＩＣ〉説明より

も実習が多く、実際に手

を動かして学べた。 

獣医師は動物の命

を助けるだけでな

く、人の生活を守

っていることを改

めて実感できた。 

〈福岡市〉参加前

は、公務員として

働いている獣医師

の範囲が分からな

かったが、参加後

はそれを知ること

が出来、獣医師以

外の職員がいる職

場である利点や幅

広く活躍ができる
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こと、転居をせず

に済むことや福岡

市の住み心地の良

さなどを知ること

ができた。 

〈ＦＡＭＩＣ〉同

じく、参加後に業

務内容を知ること

ができ、福利厚生

の面や全国転勤の

実情を知ることが

できた。 

埼玉県 学校の授業でや

った知識やこれ

から勉強するこ

とを現場で働い

ていらっしゃる

方から直接、聞

くことができた

点。 

あまり実習期

間が長くなか

ったので、分析

の実習では分

析を最初から

できなかった

点。 

私にとって難しいことば

かりあったが指導員の方

が詳しく教えてくださっ

たため、理解することが

できた。 

今回の実習に参加

して現場での実践

的な知識や公衆衛

生に関する仕事に

就きたいというモ

チベーションが高

まり、今まで校外

の実習には消極的

だ っ た が こ れ か

ら、積極的に参加

しようと思った。 

私が希望してるひ

とつの食品衛生に

関 連 し て い た た

め、興味が持てた。 

中央競馬

会研究所 

設備や先生方の

知識の豊富さに

恵まれた実習で

した。質問に対

して的確かつ丁

寧に答えていた

だけた。 

特にありませ

ん。 

学ぶにあたり、施設には

恵まれ、また先生方の知

識が豊富で、教え方も非

常に丁寧で、勉強になり

ました。学生が理解しや

すいよう、馬の解剖から

カリキュラムを組み立て

ていただいていて、その

後のレントゲン、内視鏡、

エ コ ーの実習が非常に

わかりやすかった。馬の

解剖の機会が大学では一

度しかなかったため、実

際の馬を解剖して用いさ

せていただけて、とても

貴重な機会となった。 

5 日間の短い期間

でしたが、馬への

接し方が少しわか

るようになりまし

た。また、頸静脈へ

の注射や、腕節や

球節に包帯を巻く

ことなど臨床的な

処置の一部が可能

となりました。ま

た、馬の臨床を扱

う獣医師への理解

が深まり、あこが

れも増しました。

今 回 学 ん だ こ と

を、将来どんな職

に就いても生かし

て い こ う と 思 っ

た。 

今回参加させてい

ただいたことで、

単純に馬がさらに

好きになったとい

うことと、施設の

す ば ら し さ に よ

り、就職先として

の 希 望 は 高 ま っ

た。 

JRA 馬とたくさん触

れ合えた。学校

ではできない貴

重な実習をやら

せ て い た だ け

た。JRAで働いて

いる方の体験談

を聞くことがで

きた。 

スリッパなど

最初から用意

されていたも

のがあったの

で、用意しなく

てもいいもの

は教ほしい。。 

難しい原理の検査も実際

に実習を行うことでわか

りやすくなった。 

公衆衛生の知識は

ある程度はあった

が、今回の実習で

より深まった。実

際行ってる検査を

一通り学ばせてい

ただけ、楽しかっ

た。 

JRA というより馬

に関心があったた

め応募したが、実

習させていただい

て JRA にも興味を

持った。 
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日本中央

競馬会 

丁寧にご指導い

ただいたので、

複雑な作業も苦

手意識を持つこ

となく進めるこ

とが出来た。 

かなり濃縮し

た 5 日間だっ

たので、もう少

し実習期間が

長いとより習

熟できたので

はないか、とも

感じた。 

大変有意義な 5 日間でし

た。大学で馬について学

べる機会は少ないので、

馬の取り扱いから馬特有

の疾患について学ぶ貴重

な機会となりました。教

科書の文言でしか知らな

かった伝染性貧血のゲル

内沈降反応を実際に行う

など、通常学習をより理

解する助けにもなった。 

講義スライドは写

真が豊富で、実際

の経験談など伺い

ながら、包括的に

感染症について学

ぶことが出来まし

た。馬からの採材

し、その検体を用

いて簡易キットで

の診断まで一連の

流れを実際に自分

で行うことで、実

践的な技術の習得

にもつながりまし

た。最終日のテス

トでもう一度流れ

を復習する機会に

も恵まれ、自分が

どの程度理解して

いるか確認する機

会にもなった。 

元々興味のある分

野でしたが、検査

の頻度や現場での

やりがいなどを伺

って、今回参加し

た JRA 自体への興

味も増した。 

また、家畜保健所

でもやるような共

通する検査を経験

する機会があり、

そちらについても

興味を持つきっか

けにもなった。 

JRA 

 

講義ばかりでな

く実習中心で実

際に手を動かす

作業が多かった

のが良かった。

試験もすべて実

習であった。ま

た、期間も丁度

良く、馬に対す

る興味をもつき

っ か け と な っ

た。実習の進行

も臨機応変に対

応 し て お た だ

き、スムーズに

行うことが出来

た。 

特になし。 感染症コースということ

で簡易検査キットや菌の

染色を行うとともに、馬

の採血や聴診・触診など

貴重な実習を受けられて

良かった。3 年生では馬

の採血はまだ実施してい

ないので学べて為になっ

た。 

実習内容は大学の

実習で行ったもの

と同様のものも多

かった。改めて普

段の実習・授業の

大切さを認識し、

将来を考えて今の

学生のうちに勉学

により励もうと思

った。 

実際に働いていら

っしゃる方々の声

や 意 見 を 聞 い た

り、行っている研

究内容、その企業

の仕組みなどを知

ることができた。

実際に自分で聞い

て、目で見たこと

で就職に対する漠

然としたイメージ

が少し明瞭になっ

たと思う。 

動物医薬

品検査所 

実際の業務と同

じような内容に

ついて体感させ

ていただけたこ

と。 

講義の時間に

対して講義内

容が多いと感

じたところ。 

内容についてはやや高度

なことが多く、理解する

のに時間がかかりそうだ

が、実際に業務風景を見

たり行えたりしたので、

そこで働いたらどのよう

な雰囲気になるのか体感

出来て良かった。 

研究的な分野に最

も 興 味 が あ っ た

が、検査等によっ

て食の安全を守っ

ていくことに携わ

ることへの関心も

強くなった。 

実際の業務以外に

も、職員の方から

入社後の異動など

の流れや職場の雰

囲気など、具体的

な話が聞けたので

自分に置き換えて

考 え る こ と が で

き、より関心が増

した。 
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農林水産

消費安全

技術セン

タ ー

(FAMIC) 

たくさんの資料

をご用意してい

ただけたので、

実験や業務にお

いての説明が非

常に分かりやす

かった。 

お忙しいこと

は重々承知し

ておりますが、

もっと獣医師

として勤務し

ている方とお

話しできる機

会が欲しかっ

た。 

HP や伝聞では分からな

い社風を目と肌で感じる

ことができ、また業務内

容の理解を深めることが

できた。 

自分の研究室では

行わない実験技術

に触れたことで、

新たな研究手段の

視野を広げること

ができた。 

国家公務員の行う

実験は業務的な機

会しかないと考え

ておりましたが実

際は幅広い実験手

段があるのだと知

って、業務以外の

研究機会も多い場

所への就職の関心

が高まった。 

福岡市 
 

福岡市の施設

間の情報共有

が上手くいっ

ていなかった。

持ち物で必要

な物と記載さ

れていたもの

が必要でなか

った。食肉検査

所の方としか、

事前に連絡を

とっておらず、

他の施設での

実習内容や持

ち物が不明で

あった。 

   

岡山県  実際の様々な業

務を可能な限り

体験させてくだ

さった点。 

特にありませ

ん。 

と畜場にて実際に臓器に

触れて検査を体験させて

いただけたことに驚くと

共に貴重な体験をさせて

いただけたことに喜びを

感じた。 

大学での勉強が生

きてくることを体

感し、今まで以上

に勉学に勤しまな

ければと思うよう

になった。 

元々興味はあった

のですが、実際の

現場を見てより一

層興味が深まりま

した。 

八王子市 大学ではわから

ない実際の職場

を見学できたこ

と。 

特にない。 大学で学んでいた公衆衛

生の仕事が実際の現場で

どのように仕事になって

いるかわかって新鮮だっ

た。 

大学で学ぶことが

社会でどのように

活かされるかイメ

ージがついたこと

で、より熱心に学

習ができるように

なったと思う。 

やりがいのある職

場だったので、就

職 の 関 心 は 増 し

た。 

JRA 

総合研究

所 

まず最初に馬の

解剖について学

び、その構造を

頭に入れたうえ

でそのうちの特

定の部位（今回

は関節、喉頭な

ど）での疾病や

その診断に必要

な検査法を学ぶ

ことで、順序立

てて理解するこ

とができた。内

視鏡検査や心臓

エコー検査、四

馬の解剖につ

いては、時間の

関係もあった

かもしれない

が全身的にも

っと詳しく説

明して頂けれ

ば、さらに理解

が深まったと

思われる。 

今まで大学ではほとんど

してこなかった馬の内視

鏡検査の方法や、馬の疾

病のことについてとても

丁寧に説明して下さり、

実際に自分で体験させて

もらうことで内容が理解

しやすかった。 

それまでは獣医師

の仕事は小動物の

病院などくらいし

か知らず、公務員

獣医師の仕事内容

などよく分からな

かったが、こうし

た実習に参加して

家畜保健衛生所や

NOSAIの仕事の違

い、そして研究職

についてなど、獣

医師の仕事内容や

就職先についての

理解が深まり、こ

今まで JRA のイメ

ージは競走馬の治

療ということしか

なかったが、今回

の実習で総合研究

所では感染症の研

究 や ワ ク チ ン 開

発、運動機能の研

究など臨床の場だ

けでなく研究機関

でも職場があるこ

とを知ることがで

きたため、就職す

るにおいて参考に

なったとともに、
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肢の腱、靭帯の

検査など自分で

実際にすること

で理解がとても

深まった。また

実習プログラム

がしっかりと組

ま れ て お り 、

様々な内容を勉

強することがで

きた。 

うした職場への就

職に興味を持つよ

うになった。 

実際の職場の様子

や働かれている獣

医師の先生方の様

子を見て、以前は

参考程度に考えて

いたが、この職場

で働きたいという

気 持 ち が 強 ま っ

た。 

動物衛生

研究部門 

大学の実習と異

なり、基本的に

どの作業も 1 人

で行わせていた

だけたことや、

質問などがしや

すかったのでし

っかりと実習内

容を理解するこ

とができた。 

 
鶏の病理解剖など大学で

はできない経験ができ、

得られるものが多かっ

た。また、施設を実際に

見て、そこで働く方の話

を聞けたので、どういう

仕事をしているのかを理

解しやすく、就職の検討

の上で参考になるお話も

たくさん聞けて良かっ

た。 

将来の選択肢の視

野が広がった。特

に公衆衛生に関す

る関心が増した。 

 

日本中央

競馬会 

多くの獣医師方

にご指導をいた

だけたこと。実

際の馬、機器に

触れる機会を多

く用意してくだ

さった点。乗馬

の機会をいただ

けたこと。 

なし。 プログラムの組み方が非

常に考えられた構成にな

っており、とても理解し

やすい実習内容だった。 

教科書やプリント

の上で覚えてテス

トで点数が取れた

としても実際の馬

を前にしてその知

識をすぐには引き

出せないことが分

かった。 

これからはこれま

で学んだことを繋

げて断片的な知識

ではなく一つの繋

がりとしての知識

を身につけたいと

思う。そのために

もこれからも実習

に積極的に参加し

実際の馬やその症

例を見て、学んだ

ことを関連付けて

思い出せるような

獣医学生になりた

いと思う。 

今まで馬の獣医師

という職業につい

て避けていたとこ

ろ が あ り ま し た

が、今回のサマー

ス ク ー ル に 参 加

し、馬の獣医師と

いう仕事に憧れを

抱くようになり、

就職先としての関

心が増した。 

JRA  日

本中央競

馬会 

実際に馬に触れ

る時間が多かっ

た点。また、レン

トゲン検査やエ

コー検査の際は

全員が実際に手

技を行うことが

できた点。 

講義の資料が

配布されない

ことがあり、全

てメモするこ

とができなか

った点。 

他の馬の実習とかぶらな

いような範囲を学ぶこと

ができたと思う。５日間

で経験できた全ての出来

事が楽しかった。JRA の

職員の方や、実習の仲間

とたくさん話ができたこ

とで、自分の将来につい

て深く見つめ直す機会と

他の学生よりも馬

に関する知識、経

験が身に付いたと

思う。また獣医師

が貢献できる分野

の１つとして JRA

を深く知ることが

できた。 

JRA の 職 員 の 方

や、実習の仲間と

たくさん話ができ

たことで、自分の

将来について深く

見つめ直す機会と

なり、大変満足し

ている。就職先の

一つとして関心が
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なり、大変満足している。

実習に参加することがで

きて本当によかった。 

深まった。 

農研機構 

動物衛生

研究部門 

家畜の疾病、特

にウイルスの研

究 に 興 味 が あ

り、今回の実習

に参加しました

が、それ以外の

疫学や生産病と

いった分野につ

いても広く教え

ていただけて、

様々な分野に新

たに関心をもつ

ことができまし

た。 

普段はお話を伺

う機会のない先

生方に直接研究

について詳しく

教えていただけ

たことが、とて

も 有 意 義 だ っ

た。 

悪かった点は

なかったと思

います。 

ただ、参加人数

が 4 人で、初日

は先生方へ少

し質問しにく

かったので、人

数がもう少し

少ないほうが

よかったかも

しれない。 

動物衛生研究部門でどの

ような業務が行われてい

るか、職員の方がどのよ

うな研究をしているのか

を、直接伺うことができ、

とても有意義な 1 週間だ

った。大学ではあまり触

れることのない疫学研究

について詳しく教えてい

ただけて、病原体の研究

とはまた違ったアプロー

チで実社会に役立ってい

るというのがわかり、特

に興味深かった。 

今回は公衆衛生と

いっても動物に近

い側のお話がメイ

ンでしたが、動物

の健康を守ること

は人の健康を守る

ことにとつながる

のいうことを改め

て実感した。獣医

師かわ動物の健康

を守る下支えとし

て研究というもの

が あ る と 思 う の

で、そういった分

野で社会に貢献で

きたらいいなと強

く思います。今後

はより一層知識と

技術を身につける

ことが必要だと思

うので、大学での

講義に加え様々な

実習に積極的に参

加したい。 

もともと研究職に

就いてみたいとい

う思いはあったの

ですが、どういっ

た研究をしている

のかを詳しく知る

機会というのは今

までなかった。 

今回直接お話を伺

うことができ、研

究と言ってもその

中には様々な分野

があり、それぞれ

やりがいがあるの

だなと感じること

ができました。自

分のやりたいこと

はできるのではな

いかという思いが

強くなった。 

日本中央

競 馬 会

（JRA） 

日本で唯一の馬

のプロたちの仕

事現場を見るこ

と が で き た こ

と。少人数だっ

たので、馬の触

れる機会が多く

あったこと。 

もう少し実習

生の人数が少

なくてもよか

った。 

2 年生の時にやったきり

忘れていた馬の解剖から

学びなおすことができ、

馬の体の仕組みやけがを

起こしやすい部位・理由

など、解剖学的に理解が

できた。 

馬に対するハンド

リングや簡単な処

置等を教えてもら

えたので、馬を扱

う自信がついた。

また、跛行診断の

時に跛行があると

決めつけて馬を見

てしまっていたの

で、このことから

先入観にとらわれ

ないように慎重に

診断をすべきだと

思った。 

馬に多少の興味が

あったが、実際に

触れてみると馬の

かわいさ・美しさ・

強さをより感じる

ことができ、馬た

ちをもっと近くで

見ていきたいとい

う思いが強まりま

した。 
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豊田市 職員の方が非常

に丁寧に指導し

てくださったこ

と。いろいろな

業務を実習でき

たこと。 

特になし。 自治体の施設が多いこと

もありましたが、市役所、

保健所、と畜場、愛護セ

ンターと幅広く実習を受

けさせていただき、非常

に良い参考になりまし

た。就職にもこの経験を

生かしていきたい。 

獣医師は臨床獣医

師だけでなく、市

民の食や衛生面で

の安全と安心を守

る非常に重要でや

りがいのある職業

だと思いました。

公務員獣医師はど

のような仕事をし

ているのかあまり

わからなかったこ

ともあり、就職先

として考えてはい

ませんでしたが、

この実習を経験し

て就職先の一つと

して考えていこう

と思う。 

公務員獣医師はど

のような業務をし

ているかあまりわ

かりませんでした

が、この実習を通

して具体的にわか

ったので、就職先

として考えやすく

なった。 

千葉県 食 肉 衛 生 検 査

所・ふぐ処理・動

物 愛 護 セ ン タ

ー・保健所・衛生

指導課の５つの

フィールドと、

乳業会社を見学

さ せ て い た だ

き、各職場での

業務の概要・内

容を教えていた

だいたうえで現

場をみたので、

自分が将来何の

目的でこのよう

な仕事をするの

か、がとてもイ

メージしやすか

った。また、実際

に働く職員さん

の お 話 を 伺 っ

て、ただ獣医学

を勉強するだけ

でなく、幅広い

一般知識も大切

であることを学

んだ。 

ふぐ処理につい

て は 初 め て 見

て、どのように

除 毒 す る の か

を、プロの方に

教 え て い た だ

き、とてもおも

しろかった。 

 
県で働く獣医師の業務内

容を、職員の方からお話

を伺うことと実際の現場

でどのように働いている

のかを目で見ることで、

深く知ることができた。 

以前と畜場は見学したこ

とがあったが、病変部と

してはじかれた臓器や組

織の検査が食肉衛生検査

所でどのように行われて

いるかを知り、見学する

ことで現場を体感でき

た。自分の学んでいる知

識がどのように現場で生

かされているのかを知る

ことができた。 

獣医学科なんだか

ら獣医学はきちん

と 分 か っ て お い

て、ある程度の常

識が必要なんだろ

う と 思 っ て い た

が、自分の専攻を

理解しておくこと

は基本中の基本で

あり、一般常識な

ど、専門以外の知

識をもつことの重

要性と、今学んで

いることがいかに

現場でそのまま使

えるかを学んだ。

そのため、獣医学

以外に、興味をも

ったことはまず調

べてみて、その関

係の人に話を聞く

等、積極的になっ

た。勉強していて

分からないことも

積極的に人に聞い

て、自分のもって

いる知識に付け足

していくようにな

った。 

省庁訪問で厚労省

をみたことをきっ

かけに省庁に勤め

たいと思っていた

が、県庁での獣医

師の業務・県で働

く 獣 医 師 の 仕 事

を、実際の職場へ

行き、現場をみる

ことでとても深く

知れたし、自分が

学んでいることが

そのまま生かせる

ことを実感した。

また、決して楽な

仕事ではないが大

変やりがいを感じ

られる仕事である

ことがお話からも

うかがえて、県で

働く公務員獣医師

もとても魅力的で

あり、最初から省

庁と決めつけず、

県で働くこともあ

わせて目標にした

いと思った。 
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豊田市 毎日違う部署で

獣医師が関与す

る領域の仕事を

体 験 で き た こ

と。 

どの部署でも資

料をもらって説

明してもらえた

こと。 

体験している

業務が普段行

っているもの

と同じか違う

のか、違うので

あればどのく

らい違うのか

など、初めて見

るものばかり

だったので教

えてもらえた

ほうが良かっ

た。 

5 日間の期間の中で、毎

日違った内容を体験する

ことができてよかった。 

講義で聞いて関心

の持てなかった公

衆衛生分野の領域

についても興味が

持てるようになっ

た。 

公務員職というと

あまりやりがいを

感じることがない

のではないこと考

えていたが、非常

に重要な仕事も多

く実習前と大きく

イメージが変わっ

た。 

倉敷市保

健所 

保健所の生活衛

生課の１つの係

の業務だけでな

く，４つの係（動

物管理係，食品

衛生係，食品監

視係，環境薬務

係）の業務に参

加させていただ

けたこと。 

保健所の方々が

とても親切で，

実習のための資

料を準備してい

ただいたり，実

際に業務の体験

をする前に業務

の概要説明をプ

リントを使って

わかりやすく丁

寧にしてくださ

ったこと。 

獣医師の方はも

ちろん，獣医師

以外の方々のお

話もたくさん伺

うことができた

こと。 

飲食店の立入，

薬局の立入，食

品製造工場の立

入，病院調理室

の立入などにも

同行させていた

だき，実際にど

のような検査が

なされているの

かよくわかった

こと。 

 
実際の立入検査等に同行

させていただくなど，た

くさんの貴重な体験をさ

せていただき，実際に体

験してみないとわからな

いことを学ぶことができ

た。参加して本当によか

った。このようなインタ

ーンの機会を与えていた

だいてとてもありがた

い。 

獣医師の活躍の場

は幅広いことを改

めて知ることがで

きた。これからは

広い視野を持って

将来について考え

ていきたい。 

以前から就職先と

しての関心は持っ

ていたが，実際の

業務を体験するこ

とで，保健所での

仕事の役割や重要

性を知ることがで

き，将来公衆衛生

行政に関係する仕

事に就くことへの

関心が高まった。 

また，公衆衛生分

野での就職先を考

える上でどのよう

な選択肢があり，

どういった業務を

するのか，それぞ

れの利点など，働

かれている方の生

の声を聞くことで

知ることができ，

より関心が高まっ

た。 
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JRA 

競走馬総

合研究所 

実習のスケジュ

ールが、前半に

解 剖 を し て か

ら、後半に内視

鏡検査やレント

ゲン検査などの

臨床検査を行う

というものだっ

たのがとても良

かった。解剖学

的な位置を理解

してから検査を

勉 強 す る こ と

で、どの部位を

見るための検査

なのかがよくわ

かり、知識と実

践の両方が身に

ついたと思う。

また毎朝、放牧

及び厩舎作業が

あったことで馬

とふれあう時間

が多く、馬に対

する愛情が芽生

えたことがとて

も嬉しかった。

今まで馬に対し

て怖いと思うこ

とが多かったの

で、今回馬の可

愛い部分をたく

さん見ることが

でき、もっと馬

と触れ合って馬

を知っていきた

いと感じた。 

実習がとても

充実していた

ので、それに対

して座学が少

し物足りなく

感じた。限られ

た時間なので

仕方ないとは

思うが、研究所

ならではの最

先端の研究の

話を少しでも

聞ければ、大変

有意義であっ

たと思う。総研

ではどのよう

な研究をして

いるのか、どの

ような成果が

あるのか、概要

だけでも聞く

ことができれ

ば、研究所とし

ての魅力がよ

り伝わったの

ではないかと

思う。 

馬のハンドリングに始ま

り、解剖や内視鏡検査、

レントゲン検査、そして

全身麻酔まで幅広く学ぶ

ことができとても有意義

な 5 日間となった。普段

の生活では馬とふれあう

機会が少ないので、生き

た馬を使った実習ができ

てとても楽しかった。ま

た解剖では 2 頭の馬を用

いたので、左右からの臓

器の位置や大きさがわか

りとても貴重な勉強がで

きた。また腱や靭帯もエ

コーで見たことはあった

けれど、実際に解剖して

見たのは初めてだったの

で太さや感触、分岐や付

着部が確認できた。これ

を触診の際に思い出す

と、今までなんとなく触

っていた腱がどの腱だっ

たかがよく分かり、とて

も面白く勉強になった。 

実習を終えて、今

まで以上に競走馬

の魅力を感じ、よ

り広く深く勉強し

ていきたいと感じ

たし、将来の進路

として改めて競走

馬の獣医師を目指

したいと思った。 

もともと競走馬の

獣医師を目指して

いるので JRA には

大変興味を持って

いたが、研究所で

の実習を終えて研

究もとても面白そ

うだと感じた。ト

レッドミルを用い

た歩様観察を見学

して、競走馬がな

ぜ早く走ることが

できるのか、とい

う運動生理学にと

て も 興 味 を 持 っ

た。今までは主に

競走馬の臨床に興

味 が あ っ た け れ

ど、競走馬の速さ

の秘密を追求する

研究も大変興味深

いものであると感

じた。 
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JRA 

競走馬総

合研究所 

全国の他大から

いろいろな学生

が集まり、様々

な 価 値 観 に 触

れ、そのおかげ

で自分の勉強不

足が再認識でき

た。また、JRA の

職員の方みなさ

ん大変知識が豊

富で、私がとて

も初歩的な質問

をしてもかみ砕

いて分かりやす

く解説していた

だいた。 

実習先から駅

まで遠く、毎日

タクシー代が

かかってしま

う点。 

普段なかなか解剖できな

い馬を使って、内部構造

を理解しなおすいい機会

を与えてもらいました。

また、生体を使って正し

い馬の扱い方、臨床的手

技を教えていただき、今

後ほかの実習に行く際に

も大変役立つと思いま

す。学校で飼っていた馬

は老齢で、基本並足でし

か移動しませんでした

が、実際に健康な馬が駆

け足で走っている姿を見

れたのも貴重な経験だっ

た。 

馬に対して漠然と

し た 興 味 し か な

く、研究室で飼っ

ていた馬が倒れた

際もなにもできな

かった私ですが、

今回の実習で採血

や輸液などの手技

を教えてもらえた

ので、次に馬を飼

育できた際は少し

でも馬の役に立て

るようになれたの

ではないかと思い

ます。また、他大の

学生に刺激をもら

え、自分の大学と

いう狭い範囲での

順位を気にせず広

い目で自分の知識

を上にもっていか

なければならない

と思えた。 

JRA なので公衆衛

生とは関係なく、

公衆衛生行政に関

する仕事への興味

は変わりませんで

したが、JRA に就

職したいという気

持ちは大きくなっ

た。 

JRA 日ごろ、JRAの競

走馬総合研究所

で勤務している

獣医師が行う検

査や処置を見せ

てもらい、さら

にその内容を実

際に自分自身で

行うことでどの

ようなものなの

かを体感するこ

とができた点。

馬の内視鏡検査

やレントゲン撮

影、超音波診断、

全身麻酔など大

学での実施が難

しい実習を行え

た点。 

交通費がかか

った点。 

毎日十分に馬に触れる時

間をとっていただき非常

によかった。実習の内容

としては自分が大学で学

習または実習で行ったこ

とを超える内容のものが

ほとんどであったが、指

導していただいている獣

医師の先生方が一つ一つ

丁寧に教えてくれて、今

後の大学内での実習を行

う上でも内容を先取りす

ることができ素晴らしい

予習となったと思う。 

今まではただ何と

なく決められた講

義 を 受 け て い た

が、臨床行為を行

うにあたって様々

な分野が関係しあ

って成り立ってい

るということが分

かったので、今後

はそれぞれの分野

の関係性を意識し

な が ら 学 習 し た

い。 

私は臨床獣医師に

なろうと獣医学部

に入学した時から

考えていたが、小

動物をやるのか大

動物をやるのかに

ついての詳しいこ

とを決めきれずに

いるのが現状であ

る。今回の実習を

通して馬の獣医師

がどのようなこと

を行うのかという

ことの一部分をみ

させていただいた

ことで、私の将来

の選択肢の中に馬

が入ってきたこと

は確実である。 
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岡山県 畜産課のコース

に参加したので

すが、一部署だ

けではなくさま

ざまな部署を案

内して頂けたと

こ ろ が よ か っ

た。良い面だけ

ではなく欠点と

思われるだろう

ところもお話し

て頂けたので、

より信用をもっ

て実習に参加で

きた。 

ありません。 実習先の職員の方が、仕

事について丁寧に説明し

てくださったり、またお

忙しい中でも実際の業務

に似た実習を用意してく

ださったので非常に楽し

く、より具体的に公務員

獣医師の仕事について理

解することができた。 

いま勉強している

ことに対する取り

組み方が、農家さ

んの生活に関わっ

てくるのだなと気

づかされ、自分が

目指す仕事の責任

の重さを思い知っ

た。 

今まで公務員獣医

師の仕事について

あまりイメージが

わかなかったので

すが、今回の実習

でより明確に知る

ことができました

し、「こんな仕事も

あるんだ」と職幅

の広さにも驚き、

よ り 関 心 が 増 し

た。 

船橋市 申し込みが簡単

であった。 

い ま い ち

VPcamp の運

営と自治体側

の連携が取れ

ていない（結局

実習初日まで

誓約書が送ら

れてこなかっ

た）。 

食品の収去やその検査、

立入検査、突発の食中毒

の対応までどれも貴重な

経験をすることができ

た。 

小動物だけではな

く、それ以外にも

社会に貢献する方

法があるのだとい

うことを学んだ。 

どのような業務を

しているのか一部

ではあるがイメー

ジが沸き興味が持

てた。 

日本中央

競 馬 会

（JRA） 

1 日あったりの

実習時間、人数、

実習内容。 

ただ単に獣医師

としての知識だ

けではなく、体

験乗馬など馬と

深くかかわる機

会を与えていた

だける点。質問

に対して即座に

返答していただ

けた点。 

思い浮かびま

せん。 

ハンドリングから採血、

レントゲンなどまで、馬

の臨床獣医師の行う大ま

かな内容を学ぶことがで

きたため、とても充実し

た実習であったと感じて

います。また、分野に別

れた多数の先生方が、自

身の得意分野を順次ご教

授してくださったため、

講義の内容も、すべてが

密な内容で、さらにわか

りやすかったです。大学

ではあまりやらない馬の

実習をできたのでとても

うれしかった。 

馬に対して関心が

あり、就職先とし

て馬の獣医師を考

えるようになりま

した。 

実習以前は馬につ

いて興味を持つ機

会が少なかったか

らか、将来を考え

るうえで、馬の獣

医師に対する関心

はあまりありませ

んでした。今回の

VPcamp を 通 じ

て、馬と長時間、密

接 な 時 間 を 過 ご

し、馬に親しみが

湧き、馬に対する

興味が高まりまし

た。また、馬のプロ

フェッショナルと

して生きる現場の

獣 医 師 さ ん た ち

は、馬に対する高

度な知識と、技術

を持ち、魅力的だ

と感じました。 
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JRA 競走

馬総合研

究所 臨

床コース 

対応してくれる

先生の人数が多

く、準備もしっ

かりされていて

充実したプログ

ラムだった。懇

親会もあり、先

生方と話すいい

機会だった。 

特になし レントゲン撮影、エコー

診断、採血など自分の手

を動かす実習が多くて本

当に楽しく、理解が深ま

った。解剖も今まで受け

た解剖の講義・実習の中

で一番分かりやすく面白

かった。体験乗馬の企画

もあり楽しかった。 

もっと馬のことを

学びたいと思うと

共に、将来、馬の世

界で活躍したいと

思った。 

先生方の技術や対

応を見て、私もこ

んなふうに馬の分

野で活躍できる人

になりたいと思っ

た。 

競走馬総

合研究所 

５日間たくさん

馬に触れること

ができ、馬につ

いてより知識を

深めることがで

きた。また先生

方が大変親切に

質問に答えてく

ださった。 

 
競走馬総合研究所にて、

朝は厩舎作業から始ま

り、馬の解剖、内視鏡、

エコー、歩様検査などを

行った。また乗馬体験を

行った。 

 
JRA は少しハード

ルが高い組織なの

かと自分の中で思

っている部分があ

ったが、実際に行

ってみるとそうい

う環境ではないと

わかり、就職先と

して、馬と共に生

活できる点で大変

魅力を感じた。 

JRA 競走

馬総合研

究所 

丁寧に教えてく

だ さ っ た と こ

ろ。 

駅からの交通

手段が不便だ

ったこと 

普段学校ではできないよ

うな馬のレントゲン撮

影、エコー検査、全身麻

酔がみれてとてもよかっ

た。 

実際に普段触れな

い馬にふれ、臨床

実習を通して、馬

についての知識の

少なさが露呈した

ので、さらに勉強

していきたいとい

う 意 欲 が 高 ま っ

た。 

ますます馬につい

て勉強していきた

い な と 思 い ま し

た。 

兵庫県 同じ場所をじっ

く り 見 学 で き

る。 

種類が少ない。 
 

大学の勉強が社会

で役に立つことを

実感し意識が高ま

った 

思ったより大変そ

うなところが多か

った 

独立行政

法人農林

水産消費

安全技術

センター 

獣医師の職場と

しては珍しい機

関で実習ができ

たことは貴重だ

ったと感じた。 

2 日間と期間

が短かったの

で実習も自分

の手でできる

ことは限られ

ていて、もっと

いろいろな業

務を経験した

いと感じた。 

飼料の検査は普段の講義

などでは行わないのでど

ういうものか想像しにく

かったが、職員の方々が

丁寧に教えてくださった

のでよく理解できまし

た。獣医師以外の方々の

ほうが多く働く職場は獣

医師が多い所とは職場の

雰囲気や仕事場の様子が

違うので、貴重な経験を

した。 

獣医師が公衆衛生

について深く関わ

ることを認識し、

社会の中で働いて

いくことについて

明確に意識できる

ようになった。 

実際の業務を体験

して自分がこの職

場で働くイメージ

ができ、就職につ

いての意欲が増し

た。 
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愛知県 少人数での実習

であったため、

全員かしっかり

と実習に取り組

めたと感じた。 

交通手段が車

のみであった

ため、参加した

いと考えてい

た方も参加し

にくかったの

ではないかと

思う。 

今まで、話でしか知らな

かった動物愛護行政につ

いて、実際に見て聞いて

体験することができた。

特に、殺処分については、

話ではなく、目の当たり

にすると様々な思いがこ

み上げてきましたが、こ

れから獣医師として社会

に出る前に知れてよかっ

たと感じている。 

動物愛護行政に現

状についてより、

興 味 が 湧 き ま し

た。今まで、小動物

よりも大動物に対

する興味が強く、

動物愛護にもあま

り関心がなかった

のですが、今回の

実習を通して、以

前よりも関心が持

てた。 

もともと、公務員

には興味があった

のですが、都道府

県を考える上で、

どの点を重視して

決めるのか悩んだ

時に、動物愛護に

ついても考えてみ

ようと思った。 

長野県 実習を受け入れ

ていただいた機

関の方、みなさ

ん良い方で親切

に色々なことを

教えていただい

た。また、それぞ

れの機関で工夫

して実習内容を

組んでいるとい

うのが分かり、

公務員獣医師の

仕事内容は本当

に理解しやすか

った。 

お盆期間と重

なったという

こともあり仕

方がないが、ホ

テルの部屋が

取りづらかっ

た。 

愛護センター、食肉衛生

検査所、保健所の仕事な

ど、普段学校に通うだけ

では知り得ないことをた

くさん勉強でき、大変貴

重な経験となった。幅広

い実習内容が公務員の獣

医師の役割を理解するの

に大変良かった。 

今までは全く知ら

なかった公務員の

役割を理解出来る

ようになり、公衆

衛生学や感染症な

どまだ知識が浅い

ので、今後しっか

りと勉強しようと

おもった。 

臨床獣医師になる

か、公務員獣医師

になるか悩んでい

たが、実際に実習

してみて、自分は

公務員獣医師の方

が現場の雰囲気な

どから向いている

のではないかと思

う よ う に な っ て 

た。 

長野県 仕事内容の体験

をさせてくれた

ことや、仕事の

ことだけではな

く実際に住んで

みてわかる長野

県の魅力などを

教えてくれたこ

とが良かった。 

説明をしてく

れる時間が少

し長かったで

す。あと、参加

人数は 3 人ま

でにした方が

良いのではな

いかと思う。 

授業ではやったことのな

い病理の切片作りや、犬

のしつけなどの仕事体験

をさせてもらえたことが

印象に残っています。伺

った全ての施設で、この

実習のためにしっかり準

備をしてくれていること

がよくわかる内容だっ

た。 

獣医の仕事は動物

を助けることだけ

ではないというこ

とは知識として知

っ て い た の で す

が、今回の実習で

改めてそのことを

実感しました。ま

た、これまでの授

業の中で習ったは

ずのことが覚えら

れていないという

場面が多々あった

ので将来につなが

る勉強をしていか

なければならない

と痛感した。 

長 野 県 に つ い て

は、普段から行く

機会が多く元から

良い印象を持って

いるので関心の変

化はありませんで

した。食肉衛生検

査所のと畜場での

業務に耐えられる

自信がないので、

衛生部の仕事は向

いていないと感じ

た。 
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下関市 これまでは動物

愛護センターの

実習といっても

1 日見学させて

いただいて終わ

るものばかりで

したが、集中的

に 4 日間密着し

て業務を体験さ

せていただくこ

とで、これまで

イメージしにく

かった部分等も

具体的に理解す

ることができま

した。また関東

では野犬の捕獲

業務は行われて

いないとのこと

でしたが、こち

らではその業務

に実際に 2 度も

随行させていた

だき貴重な体験

をさせていただ

きました。また

海響館での実習

は非常にお忙し

い夏休みシーズ

ンであるにも関

わらず、1 つ 1 つ

丁寧にご対応い

ただき、水族館

動物ならびに水

族館獣医師への

関心がより一層

強いものとなっ

た。 

実習内容に関

して悪かった

と思う点はあ

りません。 

しかし、自費で

あったためそ

こが少し厳し

かった。 

日頃の大学の講義だけで

はなかなか知ることので

きない動物愛護センター

の業務を体験すること

で、リアルな現場を肌で

感じることができた。下

関という土地は関東とは

様々な点で異なり、関東

から離れた地での現状を

目にすることができたこ

とは非常に有意義であっ

たように感じます。また

3 日目に訪問させていた

だいた海響館では非常に

興味深い水族館獣医師の

職についてお話を伺うこ

とができ、こちらも大変

よい経験となった。 

譲渡会参加時に推

進員の動物愛護団

体の方とお話する

機会があり、動物

愛護団体側からの

要望や意見を聞く

ことができた。中

には実現不可能で

あるようなものも

ありましたが、特

に強調されていた

寄り添う姿勢を見

せてほしいという

ものが強く心に残

り、どのような場

面状況においても

これは忘れずに中

核としたいと感じ

た。それ以外にも、

より勉強し社会に

求められるような

人材になりたいと

強く感じた。 

就職先の 1 つとし

て以前から地方公

務員獣医師はあり

ますが、実家が東

京という点も踏ま

え、下関市自体に

就職ということは

難しいと考えてい

る。 
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OIE Cooperative 

work, 

knowledge and 

experience 

sharing,  

career 

improvements, 

Meeting top 

level 

veterinarians 

and talking 

with them. 

Understanding 

TADs, 

controlling 

such diseases 

and action plan 

for future are 

the main 

things I learnt 

from the GF-

TADs meeting. 

Also role of 

OIE, standard 

setting and 

WAHID 

database were 

the other main 

themes.   

- I have understood lot 

of information about 

various topics by 

lectures and also while 

participating to the 

GF-TADS meeting. 

 

I must thankful to all 

the veterinarians in 

OIE, who provided us 

interesting lectures, 

guidance and 

assistance while 

participating in the GF-

TADs meeting. 

Yes, I think so. 

This internship 

was an eye 

opener for me in 

the Public Health 

field and hope to 

join and 

contribute to the 

same 

organizations in 

coming years.  

Since I'm 

researching in 

the Veterinary 

Public Health 

field, I was keen 

to participate in 

the OIE 

internship 

program. Also, I 

would really like 

to work in OIE 

after graduation. 

Hope to find a 

new horizon in 

this field in 

coming years. 

OIE 

Regiona

l 

Represe

ntation 

for Asia 

and the 

Pacific 

As students, 

we have no 

chance to 

attend such 

high level 

meeting. I 

truly 

appreciate this 

opportunity.  

 
'One health' required 

us pay more attention 

on animal health (both 

terrestrial animals and 

aquatic), and it need 

the cooperation by all 

the countries.  

After this 

internship, I 

searched a lot of 

things 

mentioned 

during the 

meeting, like the 

epidemiological 

data of 5 priority 

diseases in my 

country, how to 

enhance the 

regional 

coordination, 

and the basic 

information of 

different 

international 

participants. And 

I practiced what 

we learnt --

WAHID. 

There is a strong 

link between 

public   health 

and the work of 

veterinary 

services in 

protecting 

animal health 

and ensuring 

food safe. I think 

public health is a 

very important 

career through 

attending this 

meeting. 
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OIE 

RRAP 

普通では見るこ

とのできない国

際会議に参加す

ることができた

点。 

さまざまな国籍

の人と一緒に実

習をできた点。

日本人の参加者

向けに、実習中

に受ける講義の

日本語版の動画

が VPcamp ホー

ムページから見

られるようにな

っていた点。各

国の農水省の関

係者と話す機会

があった点。 

特になし。 国際会議の運営に参加

し、アジア太平洋地域で

の公衆衛生上の課題につ

いての知識を深めるとと

もに、国際会議の役割と

その意思決定の手順を実

際に知ることができまし

た。 

また、すべて英語で行わ

れた実習だったことも非

常に勉強になった点で

す。自分の英語力の不足

のために一部理解できな

い内容もありましたが、

将来国際的に活躍するた

めに自分に必要なものを

痛感する良い機会だっ

た。 

今までの私は大学

の授業で与えられ

た範囲でしか獣医

学の知識を持って

おらず、公衆衛生

に関してもその知

識を通して考える

だけでした。しか

し、今回の実習で

は、OIE の獣医学

教育の向上に関す

る取り組みについ

て学び、各国の抱

える異なる問題や

アジア地域特有の

問題について知り

ました。その結果、

自分が公衆衛生分

野で活躍するため

にはどのような知

識が必要かを客観

的に判断し、大学

の授業以外からも

知識を得たいとい

う気持ちがわいて

きました。たとえ

ば、アジア太平洋

地域特有の問題と

して、水産物の消

費量が世界の90％

を占めているにも

かかわらず、水棲

動物の公衆衛生が

整っていないとい

う も の が あ り ま

す。私はこれを知

って、陸上生物に

偏っている日本の

獣医学教育だけで

はこれに対処はで

きる知識はつかな

いと感じ、自らこ

の分野についても

学びたいと思うよ

うになった。 
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（B）自由感想記入欄 

（H28 年度 春） 

参加機関 参加学生からの声 

愛媛県 獣医学生として知っておくべきであろうことを、私はこの実習で初めて体験した。ここで経験

したことは一生の糧になると思う。 

兵庫県 参加して本当に良かった。授業の知識ではわからないところが多いのでそこを実習で良くおし

えていただいた。 

長崎県 実際に現場で手を動かせる実習は他では少ない貴重な経験だと思う。 

OIE 獣疫事務局ア

ジア太平洋地域事

務局 

こうした機会が官庁から公式で頂くことができ、バックアップも頂くことができるのは、学生

にとって大変ありがたい事だと思う。 

  

（H28 年度 夏） 

参加機関 参加学生からの声 

動物検疫所 また機械があれば参加してみたい。 

国立感染症研究所 初めて参加しましたが、とても楽しくできた。色んな大学の人とも知り合えて視野が広がっ

た。 

農林水産省動物検

疫所 

今回初めて VPcamp の実習に参加させていただき、自分が思っていたよりもずっと多くのもの

を得ることができて、参加して良かった。内容も職員の方々も一緒に実習に参加した同期もと

ても魅力的で、このまま研修のような流れでここに就職したいと強く感じた。 

動物検疫所成田支所の実習に参加しました。3 つの部署を回る 10 日間という充実した内容の

中、日が経つにつれて動物検疫というものの本質をどんどん見せていただいた気がしました。

業務内容は予めある程度知っていたつもりでしたが、実際に現場で体験すると大まかには聞け

ない細かな、しかも本質に関わる大切なことがたくさん聞けて興味深かった。実習前は不安も

いっぱいでしたが、親切な職員の方々とみっちり一緒にいて仲良くなった班員のおかげで、楽

しく過ごすことができました。 

動物医薬品検査所 動物医薬品検査所のホームページや案内だけでは掴みきれなかった業務内容やビジョンについ

てを講義や実習を通して、より深く理解することができた。また、所員の方々の温かく和やか

な雰囲気を体感すると共に、仕事に対する情熱、やりがい、辛さ、誇りなどをお話しやその瞳

から知ることができ、進路に迷っていた私にとって大変意義深いものになった。今回、インタ

ーンシップの機会を与えていただき、また実習前後の細やかなご指導を賜り誠にありがとうご

ざいました。 

富山県 今後の実習では非常に有意義な時間を過ごすことができた。公務員獣医師の仕事に対する興味

が強まっただけではなく、モチベーションが上がったことで今後の学業にもより一層、身が入

りそうだ。 

鳥取県 倉吉家畜

保健衛生所 

なんとなく行ってみよう、という軽い気持ちで応募してみたのですが、実際に参加してみると

予想以上に多くの経験が出来、とても楽しかった。現在５年生ですが、もっと早いうちから実

習に参加しておけばよかったと思った。 

農林水産省 動物

検疫所 

国際線など多くの飛行機が行き来する成田空港で家畜防疫官の仕事を体験でき、さらに普段入

ることのできないターミナルビルの中や貨物地区などいろいろなところを見ることが出来てと

ても楽しかった。 

動物検疫所 成田

支所 

VP Camp の存在は大きいと思った。なぜなら、個人では見学やインターンがなかなかできなさ

そうな場所も VP Camp を通せば参加することが可能であるからだ。今回、私は自分の憧れの

職種について、知らなかったことや誤解していたことをきちんと正しい知識として得ることが

できた。それはとても大切なことで、今回参加できて本当に良かったと思った。また、他のイ

ンターン生の積極性や職場の空気を知ったことにより自分のモチベーションを高めることがで

きた。 

愛知県 貴重な機会を与えてくださり、ありがとうございました。 
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JRA 競走馬総合研

究所 

おかげさまで大変満足のいく実習ができました。 

山口県 将来の進路を決めている人にも、同じ獣医師という資格で幅広い仕事ができるという事を実際

に自分の目で見る事はとても貴重な経験になります。実習を通して多くの人と出会い、視野が

広がりました。大学生の今だからこそ実習を通して見学する機会があるので、様々な事に興味

を持って参加する事は大切だと実習を通して感じました。丁寧な説明をして下さった職員の皆

様には感謝しています。 

日本中央競馬会  

競走馬総合研究所 

全体的に期間に余裕をもって期限を設定されていたので忙しい中でも比較的楽に申込すること

ができました。 

JRA 競走馬総合研

究所 

VPcamp で実習を探していなかったら、こんな実習があること自体知らなかったと思う。まさ

か参加できると思っていなかったので、抽選結果で参加できると知ったときはとてもうれしか

った。実際に経験しないとわからないことも多いな、と改めて感じましたし、本当に貴重な経

験ができたと思う。 

農林水産省 

動物医薬品検査所 

知らなかった行政の獣医師というものを知ることができました。参加して本当によかった。 

JRA 総合研究所 とても良かった。馬と触れ合う時間が長くて、馬のことについてたくさん知ることができて良

かった。参加する前は実習内容についてわからないことだらけで不安だったが、参加してみる

と職員の方々がかなりわかりやすく教えてくださったので安心して実習を行うことができた。 

新潟県 思った通り充実した実習内容だった。しかし、動物愛護や保健所業務についての時間が少なか

った。 

福井県 参加して本当に良かったです。 

ＪＲＡ総合研究所 馬術部でもない私は普段から競走馬はおろか馬にも接する機会がなく，馬の獣医師が実際にど

のようなことを行っているのかあまり実感をつかめないでいました。しかし，本実習に参加す

ることで，競馬会における獣医師の役割の一端を垣間見ることができたことは就職など今後の

進路を決める上でとても貴重な体験となったと思います。一週間に亘って，馬の臨床・感染症

の知識を，競走馬のプロから教えてもらえる機会は大学では決してないことであるため，今回

の経験を活かして，今後の実習に臨みたいと思います。 

埼玉県 校外の実習に参加することで学校では学べない現場での実践的な知識を学ぶことが出来まし

た。 

日本中央競馬会 中々個人的に直接団体にコンタクトをとることは敷居が高いので、取りまとめていただける機

関があることで参加希望を出す勇気が出ました。実際に馬の取り扱いから採材、検査までの一

連の流れを経験することができました。また、学校の教科書でしか聞いたことのなかった検査

を実際に自分で取り組むことで、通常学習がどのように現場で生かされるか知ることにもつな

がった。 

農研機構  

動物衛生研究部門 

参加させていただき、新たな知識や経験を得ることができました。 

千葉県 低学年の頃から VPcamp の存在は知っていましたが、４年～参加できる実習がほとんどだった

ので今回やっと参加できた、という感じでだった。就職が関わっているので難しいとは思うの

ですが、もう少し対象学年の幅が広くてもいいのではないかな、と思った。今回参加した実習

は本当に充実していて、公務員獣医師がどのように働いているのかを現場での姿を見られたこ

とで、自分の将来像がとてもイメージしやすかった。また、習った知識がそのまま生かせるこ

とを実感し、大変やりがいを感じられ、おもしろい仕事だと感じた。1 年生の頃から目指して

いた公務員獣医師として絶対将来働きたいと思った。授業で名前を聞いただけな検査や症状を

あを現場でみることができ、とても興味深かったしおもしろかった。実際に働いてる方々が楽

しんで、好きで働いていることもとても伝わってきました。習った知識がそのまま生かせるこ

とを実感し、大変やりがいを感じられ、おもしろい仕事だと感じました。1 年生の頃から目指

していた公務員獣医師として絶対将来働きたいと思う。 

JRA 普段経験することができないことを経験でき大変勉強になった。実習内容も満載で絶対に自分

のためになったと思う。実習中に他大学の獣医学生との交流を持つこともできて非常に楽しか

った。 
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日本中央競馬会

（JRA） 

交通費、宿泊費について、少しだけでも補助金が出ると助かる。気が引けて応募がはばかられ

る場合や、実習に行くか行かないか迷っている場合に、VPcamp は実習先を提供、確保してく

れるため、応募がしやすい。実習内容はとても充実していました。 

JRA 競走馬総合研

究所 

大学の授業では出来ない、実践的な実習が多く、本当に楽しくて充実したプログラムでした。

全国の同じ分野に興味のある獣医学生と知り合いになれたことも今後の大きな糧になると思い

ます。 

競走馬総合研究所 今回の実習に参加させていただいて、自分の将来の進路の方向がだいぶ変わってきたように感じ

る。本当に魅力的な実習でした。もし時間があるのなら何度でも参加したい実習でした。 

長野県 どこの実習先も快く受け入れていただき、実習後は近くを観光するなど、とても充実した 5 日

間だった。日本全国に実習先があるのもとても魅力的で、何度でも参加したいと思える内容で

あった。 

OIE  It's a really good thing to have a chance to practice what we have learnt from school. 

OIE RRAP この実習は自分が将来獣医師としてどう働いていくかを考えるうえで非常に良い経験でした。 
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参考資料４ 

実習機関アンケート（記述式）回答一覧 

 

（A）実習担当窓口の意見 

（B）実習受入機関の意見 
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（A）実習担当窓口の意見 

実習システムについて 

機関 良かった点 悪かった点 

市 非常にいいシステム。各自治体等が個別にインターンを

募集・受付するのではなく、共通の実習システムとして稼

働することに大いに意義があると思います。事務局の存

在は信頼性の担保になり、人事部局等への説明にも有効

だった。 

  

県 実習期間を決めることにより、受入機関の負担を少なく

できた。 

  

市 就業希望を踏まえての学生と実習機関のマッチングを行

っていただける点が良い。 

また、コーディネーターの方が、スケジュール管理などを

丁寧にフォローして下さり助かった。困ったときには丁

寧に相談に乗っていただけたので、初めての受け入れだ

ったが実習を終えることができた。 

  

県 全国の実習実施団体が個別に大学と調整（実習内容及び

事務手続等）を行う必要がなくなった。 

全国の獣医学生が希望する実習実施団体を選択すること

が可能となった。 

  

県 学生の募集、選定、事前講義資料の準備、保険加入確認な

ど受入れまでの対応を事務局がしていただける点。 

学生への周知が十分でない。（大学訪問、問い合わせ等

でＶＰｃａｍｐの存在を知らない学生が居た） 

国 事務局にて学生の受付、選考を適正に行っていただいた

ことで、受け入れ機関としては、実習プログラムに集中し

て取り組むことができた。 

学生から見ると、事務局で選考された後に、更に当所で

実習を受け入れるための手続きを行ったため、本実習

の窓口が２箇所になり手続きが煩雑になったのではな

いかと思われる。このため、実習開始までの学生との連

絡は、受け入れ機関と連携して事務局が窓口になって

対応していただきたい。 

県 行政獣医師の実像を、本課・出先機関で体験することによ

り、将来に向けての学生に対するヒントと成り得たと思

われる点。 

（見直しの検討を要する点として） 

短期間のため、業務の一端に触れるだけで、本実習シス

テムの求め ているレベルに達しているか不明な点。 

実習対象施設における内部情報保護の観点から、学生

の立場でどこ まで現場に踏み込んで臨むことができ

るか懸念される点。 

市 取りまとめをしっかりして下さるため、実施機関の負担

が軽減された。 

  

市 全国的な募集ができる点。 学生の認知度が低く広報が行き届いていない点。 

市 学生の受入窓口を VPcamp 事務局に集約して頂いている

ことにより、効率の良い広報及び募集が可能となった点。 

  

県 手続きがシンプルで、書類のやりとりも最低限であり、受

入れ側としては事務負担が少ない点。 

  

県 事前の選考・講義があること。   

県 保険加入の義務づけや緊急連絡先の確保により、安心し

て受け入れできた点。 
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県 実習期間を決めることにより、受入機関の負担を少なく

できた点。 

  

市 全国からの幅広い内容の実習を選択できる点。   

県 事前学習の義務付け、学生が参加しやすい環境作り。 もう少し地方自治体への就職を促すようなシステムに

してほしい。 

市 学生の募集を取りまとめてもらえる点、使用する器材の

提供を受けられる点。 

  

県 受入期間を統一することにより、実習機関の負担を抑え

られた。 

  

県 本システムの活用は、幅広に学生へ周知できる場として

有効であった。 

  

県 全国の獣医学生が応募可能となっている点。学生の募集、

個別の大学との打ち合わせ及び覚書の締結等の事務手続

きが不要である点。 

実習期間が短く、評価を行うための情報が少ない中で、

的確な評価を実施することが極めて難しい点。 

県 システム化することで、実習内容の目的や理由、それによ

る事前準備等を受入機関と学生が共有でき、質の高い実

習になる。 

逆に自由度が少なくなることとなり、食肉検査等のル

ーチンワークならまだしも、臨機応変な対応が多い動

物愛護センター等にとりましては、実習内容を事前に

システム化することは容易ではない。 

県 参加学生の情報について、細かい部分まで知る事ができ

たところ。事前学習を義務付けているところ。 

  

市 全国の獣医学生に，実習を通して当市を知ってもらえる，

ＰＲできることが良い。学生は自分で調べる手間が省け

る分，選択肢が拡がるのではないか。 

また、必要時、事務局から連絡をいただけるので、スケジ

ュール管理しやすい。 

一概に悪い点とは言えませんが，間に事務局が入るこ

とで，手続きが少し複雑になった。学生とのやりとりは

今までと変わらず，事務局との連絡や提出物のやりと

りが増えた。 

県 学生への周知、募集、選定、書類(保険等）の受付を事務

局が行っていただいたことにより当方は、学生の受入れ

と実習に専念できた。アンケートがweb上で行える点も、

担当機関が個別に実施できて良かった。公衆衛生実習で

あるが、家保主体コースも組むことができた点。（公衆衛

生コースのみであると県の体制が組みづらため）。 

当方のスケジュールの組み方の問題であるが、5 日間の

日程の中で、オリエンテーションと他施設の見学を２

日間とったため、主体コースの機関での実習が３日間

となった点。 

国 よくまとまった実習システムである。 事前に実習参加者に対して提供する情報をもう少し実

習実施側ともすり合わせて事前に提供してあげればよ

り良くなる。当方からもう少し生活に係る情報（昼食事

情、ホテル事情等）を事前に提供してあげても良かった

のではと感じた。    

   

WEB ページに関する実習担当窓口からの意見 

機関 良かった点 悪かった点 

県 学生が実習先を探す際に「都道府県」または「実習内容」の２

つから選択できるようになっている点。 

  

市 構成・デザイン等が洗練されていて、わかりやすい内容だった。

掲載情報についての助言等も頂き、参考になった。 

  

県 学生に対するページと受入れ機関とに分かれている点。   

県 学生へ一括して情報提供できる点。   
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市 全体的に理解しやすい。   

県 実習実施団体及び学生が同じ情報（実習の趣旨、各種手続内容、

様式等）を共有することが可能となった。 

広く全国の獣医学生に実習の内容を周知することが可能とな

った。 

  

県 見やすく、検索しやすい。   

国 学生向けだけではなく、受け入れ機関向けの情報も充実してお

り、使いやすい HP だ。 

クリックして反応するまでの動きが少し遅いこと

が気になる。 

国 見やすかった。   

県 実習場所の選択方法として、場所、実習内容等学生に選択の幅

を持たせた点。 

  

市 地図での表示がなされ、実習内容も端的にまとめられている

点。 

  

市 学生、受入機関にとって必要な情報が集約されているため、事

務局への問い合わせを最小限とする事ができる。 

  

県 都道府県の内容を場所から探すことが容易なこと。   

県 わかりやすい構成で、研修についての情報を得るには十分な内

容。 

アンケート等について、「一時保存」ができないた

め、職場内での供覧に支障があった。 

県 分りやすく、丁寧に作成されている。   

県 学生に一括して説明できるところが有効であった。   

市 簡潔なデザインで見やすい。豊富な資料がアップされている。   

県 学生、受入機関等の声を掲載しているところ。 

実習の流れについて、わかりやすいレイアウトであるところ。 

  

市 見るべきページが分かりやすい点   

県 こちらから情報提供すべき事項を網羅していた。   

県 インターンシップの受講について、全国の状況を体系付けて広

報されており、学生への周知窓口として十分機能している。ま

た、学生目線からも、受講までの流れが明確に示されており、

安心して受講できる体制となっている。 

公衆衛生獣医師を対象としたプログラムであるこ

とは十分理解しているが、家畜衛生に関するプログ

ラムを受講できることにも、一部触れていただきた

い。 

県 必要な情報を常時得ることが可能である。   

県 風景写真により、実習施設や内容が視覚的に理解できるものと

なっていること。 

実習内容から探せることで、各県の特徴や独自性がよりわかり

やすくなっていること。 

  

県 自治体別および項目別に分類されていて、学生が自分に適した

実習を選びやすいところ。 

二次募集・三次募集の際に、まだ参加学生の申込み

がない自治体について分かりやすくしてほしい。 

市 全体的に見やすい，検索しやすい内容でした。 

動画等を多く用いているのが印象的でした。 

  

県 整理されていて見やすかった 実習写真を web にアップロードできれば良かっ

た。大学によりＨＰ周知に差があったと感じた点。 

国 充実したＨＰだと思います。 ページの集合写真がうまく開けなかったことが残

念。 
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その他の意見 

機関 その他意見 

市 ＶＰｃａｍｐは、公衆衛生獣医師の職場と学生とをつなぐ必須のシステムだと思う。このシステムを利用すること

で、少ない負担で、広く効果的に情報発信できるため、今後も大いに活用したいと考えている。 

県 最初の受講生の情報の中に個人情報がかなり含まれているので、最低限の情報（氏名、大学名、学年、連絡先メール

アドレス・電話番号、研修時の住所、応募理由）だけでよいと思う。 

個人評価（特に、優れている、やや優れている、ふつうの基準）についての基準が欲しい。 

県 各大学から依頼される評価書と重複していることから、事務局から一括して大学へ提出する流れとしていただきた

い。 

県 ＶＰｃａｍｐは、インターンシップの学生募集や手続きなどを事務局が代行していただき、受入れ機関が協力しや

すいシステムである。中央畜産会主催の行政体験研修や大学の授業などと連携して、窓口を一本化していただけた

ら、より全国の関係機関が協力しやすくなると思う。 

大学のテスト期間と重なって参加できない学生がいたので、プログラム作成時に大学のテストスケジュールを受入

れ機関に提示していただけたら、日程調整が可能になる。 

国 各ステージ毎に行うべき事項が簡潔にまとめられており、たいへん使いやすい手引きだと思う。 

県 各大学のＨＰ等関係部署のリンクをつけていただきたい。 

可能であれば、個人情報に抵触しない程度で各大学の学年別の出身 地内訳を掲載していただきたい。 

市 本市の獣医学部生インターンシップは、例年９月ごろ実施している。例年参加された学生から、「今後の就労先を考

えるうえで、とても参考になった」「公衆衛生獣医師として就労したいと思う」などの感想を多数もらう。特に本市

では、獣医師職場はもちろん、食品・環境衛生の分野で幅広い業務に携わることができ、また、実習でも様々な業務

を把握、体験できることから、今後の就労先を検討する上で参考にしていただけるものと考えている。 

県 強いていえば、大学から実習の履修証明の依頼が直接あった。事務局に問い合わせると VPcamp の修了証で代替で

きるとのこと。窓口の１本化と書類等の取扱いについてのわかりやすい説明が必要。 

県 アンケートをいったん保存できるシステムとしていただけるとありがたい。 

県 受入までの概要を把握することが出来たが、実際の受入に当たっては、都度、電子メールにより流れを指示してい

ただいたことが有効であった。 

県 本県で初めての実施であり、なかなか満足のいく対応ができたとは言えないが、それでも学生さんが真剣に取り組

んでくださり、やり甲斐があった。 

人と動物の関係について、学生さんに改めて考えてもらう実習となるよう努めたが、そのことが結果として、私た

ちにとっても、自らの業務を見つめ直し、意識を向上する機会を学生さんから得たと思っている。 

県 事業フロー図の詳細は見づらく、ほとんど参考にしていない。 

国 充実した内容。Ｗｅｂサイトのセキュリティ証明書には問題があり、バージョンを上げないと送信できなかった。 

  


